
  Acrobat Xまたは Adobe Reader X以降でこの PDF
ポートフォリオを開いてこれまでにない便利さを体験してください。

Adobe Reader を今すぐダウンロード！

http://www.adobe.com/go/reader_download_jp




－県道酸ヶ湯黒石線地方特定道路建設整備事業に伴う遺跡発掘調査報告－


２０１０年３月


青森県教育委員会


青森県埋蔵文化財調査報告書　第487集


赤  坂  遺  跡


第　
487　
集


赤
　


坂
　


遺
　


跡


二
〇
一
〇
・
三


青
森
県
教
育
委
員
会


この印刷物は400部作成し、印刷経費は１部当たり4,804円です。







－県道酸ヶ湯黒石線地方特定道路建設整備事業に伴う遺跡発掘調査報告－


２０１０年３月


青森県教育委員会


青森県埋蔵文化財調査報告書　第487集


赤  坂  遺  跡







巻頭写真１


赤
坂


遺
跡


 
航


空
写


真
（


南
西


か
ら


）







巻頭写真２


赤
坂


遺
跡


 
検


出
遺


構
（


本
報


告
は


、
調


査
区


ほ
ぼ


中
央


の
グ


リ
ッ


ド
ラ


イ
ン


1
1
6
よ


り
東


側
が


対
象


。
グ


リ
ッ


ド
ラ


イ
ン


1
1
6
よ


り
西


側
は


『
赤


坂
遺


跡
Ⅱ


』
で


報
告


予
定


。
図


Ⅴ
参


照
。
）







序


青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成20年度に県道酸ヶ湯黒


石線地方特定道路建設整備事業予定地内に所在する赤坂遺跡の発掘


調査を実施しました。


調査の結果、縄文時代、平安時代、近代の各時代にまたがる複合


遺跡であることがわかりました。特に平安時代においては、竪穴住


居跡や掘立柱建物跡、土坑などの遺構が重複して多数発見され、当


地域における平安時代の生活を知る上で貴重な遺跡と考えられま


す。


赤坂遺跡は、津軽平野の南東部に位置する黒石市に所在していま


す。黒石市には数多くの埋蔵文化財包蔵地が残されていますが、そ


の中には平安時代の甲里見(２)遺跡や高館(１)遺跡など重要な集落


遺跡が含まれています。


本報告書は、平成20年度赤坂遺跡発掘調査事業の調査結果のう


ち、東側区域についてまとめたものです。西側区域の調査結果につ


いては平成22年度以降に報告書を刊行する予定です。


この成果が今後、埋蔵文化財の保護と研究等に広く活用され、ま


た、地域の歴史を理解する一助となることを期待します。


最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解をいた


だいている青森県県土整備部道路課に厚くお礼申し上げるととも


に、発掘調査の実施と報告書の作成にあたりご指導、ご協力いただ


きました関係各位に対し、心より感謝いたします。


平成２２年３月


青森県埋蔵文化財調査センター


所 長 新 岡 嗣 浩







例 言


１ 本書は、青森県県土整備部道路課による県道酸ヶ湯黒石線地方特定道路建設整備事業に伴い、青


森県埋蔵文化財調査センターが平成20年度に発掘調査を実施した黒石市赤坂遺跡の発掘調査報告


書である。発掘調査対象面積は3,115㎡、発掘調査面積は1,872㎡(確認調査482㎡含む)である。


２ 赤坂遺跡の所在地は、黒石市大字上十川字長谷澤一番囲32‑1外、青森県遺跡番号は204008である。


３ 赤坂遺跡の発掘調査報告書は、東側区域(グリッドライン116以東)に関する本書が第１冊目であり、


今後は、西側区域(グリッドライン116以西)に関する２冊目の報告書が予定されている。


４ 発掘調査及び整理・報告書作成の経費は発掘調査を委託した青森県県土整備部道路課が負担した。


５ 発掘調査から整理・報告書作成までの期間は、以下のとおりである。


発掘調査期間 平成20年６月17日～平成20年11月14日


整理・報告書作成期間 平成21年４月１日～平成22年３月29日


６ 本書は、青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆は、青森


県埋蔵文化財調査センター木村高文化財保護主幹、伊藤由美子文化財保護主査が担当し、文末に


執筆者名を記した。また、依頼原稿の執筆者名については、文頭に記した。編集は、木村高文化


財保護主幹が行った。


７ 発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務については委託により実施した。


グリッド杭設置及び水準測量 株式会社 コンテック東日本


航空写真撮影・航空写真の合成 株式会社 シン技術コンサル


)器石(トイエオジタス)他のそ･器土(トォフーバルシ影撮真写の物遺


天口島査主芸学任主館土郷立県森青定鑑質石の器石


８ 発掘調査成果の一部は、『上十川の歴史と文化』等において公表されているが、これらと本書の


内容が異なる場合は、正式報告として刊行する本書がこれらに優先する。


９ 発掘調査及び整理・報告書作成における出土品・実測図・写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調


査センターが保管している。


10 発掘調査及び整理・報告書作成に際して、下記の方々と機関からご協力・ご指導をいただいた


(敬称略、順不同)。


黒石市教育委員会 宇野 健三 木立 政太郎 工藤 昭衛 鈴木 徹 半沢 紀







11 本書に掲載した地形図(遺跡位置図等)は、国土地理院発行の25,000分の１地図画像「浪岡」・


「王余魚沢」・「黒石」・「温湯」を拡大・縮小・合成して使用した。


12 巻頭写真２の空中写真は、平成20年度と平成21年度の空中写真を合成し、白線の加筆・修正を加


えたものである。


13 測量原点の座標値は、世界測地系に基づく平面直角座標第Ｘ系による。


14 挿図中の方位は、すべて世界測地系の座標北を示している。


15 遺構については、その種類を示すアルファベットの略号と算用数字を組合せた略号を付した。


基本的な略号は、以下のとおりである。これら以外の特殊な略号については、第２章 第３節


「報告の方法」参照。


ＳＩ－建物跡 ＳＨ－竪穴遺構 ＳＫ－土坑 ＳＤ－溝跡 Ｐit－柱穴・小穴 ＳＸ－用途不明遺構


16 遺構実測図の土層断面図には、水準点を基にした海抜標高を付した。


17 遺構実測図に使用した網掛けの説明は、各図中に記し、遺物実測図に使用した網掛けの説明は、


観察表中に記した。


18 遺跡の基本土層にはローマ数字、遺構内堆積土層には算用数字を使用した。


19 土層の色調表記には、『新版標準土色帖 2005年度版』(小山正忠・竹原秀雄)を使用した。


20 遺物については、取り上げ順に種別ごとの略号と番号を付した。略号は、以下のとおりである。


Ｐ－土器 Ｓ－石器 Ｃ－炭化材


21 遺物実測図の縮尺は、以下のとおりである。


土器類・礫石器－１/３ 小型土器・鉄製品・土偶・陶磁器・銭貨－１/２ 剥片石器－１/1.5


22 遺物観察表には、計測値も併記した。( )内の数値は残存値を示す。


23 遺物写真には、実測図の図番号を付し、写真のみの報告遺物には、丸付き番号を付した。


24 遺物写真の縮尺は、以下のとおりである。


大型の礫石器－１/４ 自立する土器類・礫石器・羽口－１/３ 土器破片・剥片石器・鉄製品ほか－１/２
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図20 用途不明遺構（SX001） 写真26 建物跡出土遺物（SI001）


図21 用途不明遺構（SX002～003,006～007） 写真27 建物跡出土遺物（SI001）


図22 用途不明遺構（SX005） 写真28 建物跡出土遺物（SI001）


図23 用途不明遺構（SX010） 写真29 建物跡出土遺物（SI002～005）


図24 柱穴・小穴（Pit） 写真30 建物跡・竪穴遺構・土坑出土遺物


図25 ）430,910,410,900,700,500,300KS・200～100HS・500IS（谷


図26 谷 写真31 土坑・溝跡・用途不明遺構・柱穴・小穴出土遺物


図27 100tiP・100XS・620,420,410,900,500DS・520,420,120KS（）100IS（物遺土出跡物建 6～0077）


図28 建物跡出土遺物（SI001） 写真32 柱穴・小穴・谷出土遺物（Pit0082～0128）


図29 建物跡出土遺物（SI001）


図30 建物跡出土遺物（SI001）


図31 建物跡出土遺物（SI001～003）


図32 建物跡出土遺物（SI004～005）


図33 竪穴遺構・土坑出土遺物


（SH001～002・SK003,007,009）


図34 土坑・溝跡出土遺物


（SK014,019,021,024,025,034・SD005,009,014,024,026）


図35 用途不明遺構・柱穴・小穴出土遺物


（SX001・Pit0016～0128）


図36 谷出土遺物







図Ⅰ　遺跡の位置 ( ●部分 )(本図は、国土地理院発行の 25,000 分の１地図画像「浪岡」・「王余魚沢」・「黒石」・「温湯」を 50％縮小・合成したものである。)
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第１章 調査の概要


第１節 調査に至る経緯


平成19年７月に青森県中南地域県民局地域整備部から、黒石市上十川地区に計画されている県道酸


ヶ湯黒石線地方特定道路建設整備事業予定地内に所在する赤坂遺跡及びその隣接地の取り扱いについ


て青森県教育庁文化財保護課へ意見照会があった。これを受けて同課は、同年８月に県中南地域県民


局地域整備部とともに現地踏査及び協議を行い、同年９月に県道南側の区域の試掘・確認調査を実施


した。同年10月、試掘・確認調査の結果を基に県中南地域県民局地域整備部道路課、県文化財保護課、


県埋蔵文化財調査センターの三者による現地協議が行われた。その結果、平成20年度に県道南側の区


域と遺跡隣接地の東端部分の切土工事となる区域の発掘調査及び平成20年度の早い段階で県道北側の


区域について試掘・確認調査を実施し、遺跡の範囲を確定することとなった。平成20年4月には県中


南地域県民局地域整備部道路課と県文化財保護課及び県埋蔵文化財調査センターによる発掘調査前の


事前協議が行われ、同年６月17日から発掘調査が行われた。


なお、当該事業に係る赤坂遺跡については、平成20年３月３日付けで、中南地域県民局長から周知


の埋蔵文化財包蔵地に対する土木工事等のための発掘に関する通知書の提出があり、これを受けて同


年３月17日付けで青森県教育委員会教育長から当該発掘前における埋蔵文化財の記録の作成のための


発掘調査の実施が指示された。


（畠 山 昇）


第２節 調査の経過


（１）発掘作業の経過


平成20年度の赤坂遺跡発掘調査は、調査予定面積3,000㎡を対象として、平成20年６月17日から同


年10月28日の発掘作業期間で実施することになった。


前年度の平成19年９月４日～５日に青森県教育庁文化財保護課が行った試掘調査(66㎡)では、全８


ヶ所のトレンチのうち、半数から「住居跡」１軒、土坑２基、溝跡２条、６ヶ所のトレンチから縄文


土器、土師器、須恵器及び石器が確認されたことから、平成20年度の調査では、先ずこれらの試掘ト


レンチを再掘削した後、各トレンチのほぼ中間に新たな試掘トレンチを設定、壁面観察による土壌の


層位的な堆積状況と遺物の包含状況、最終精査面までの深さ等の状況把握に努めた。


結果、概ねグリッドライン116以西～グリッドラインⅠＭ以南(エリア１)では良好な包含層の分布


がみられたが、これ以外の範囲については、リンゴ畑の造成等による削平が著しく、また、谷部は近


年の盛り土により厚く整地されていることが分かった。


これらの状況をふまえながら、重機の導入・排土の搬出ルートを確保しつつ、調査区の全域を表土


から順次掘り下げ、遺物包含層の調査、遺構調査の順に発掘作業を進めることにした。
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発掘調査体制は、以下のとおりである。


調査主体 青森県埋蔵文化財調査センター


所 長 伊藤 博文 （現 青森県総合社会教育センター所長）


次 長 工藤 大


調査第二ＧＬ 畠山 昇 （現 調査第二ＧＭ）


総務ＧＬ 櫻庭 孝雄 （平成21年３月退職）


文化財保護主幹 木村 高 （発掘調査担当者）


文化財保護主査 伊藤由美子（発掘調査担当者）


調査補助員 林 啓太 最上 法聖（現 文化財保護主事）


成田 厳人 最上 泰代


専門的事項に関する指導・助言


調査指導員 村越 潔 国立大学法人弘前大学名誉教授（考古学）


調査員 山口 義伸 青森県立浪岡高等学校教諭（地質学）


発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


〔平成20年度〕


【４月】９日、赤坂遺跡調査予定地にて、青森県県土整備部道路課(調査委託者)、青森県教育庁文化


財保護課と調査前の打合せを行い、発掘作業の進め方等について再度確認する。


【５月】中旬、プレハブ(調査事務所・器材庫・発掘作業員休憩棟)・駐車場等の敷地が予定路線内に


確保できなかったことから、民地の選定および借用の手続きを急ぐ。


27日、黒石市産業会館で発掘作業員の雇用説明会を実施。


【６月】中旬、プレハブ用地の整地立会～プレハブ設置立会。


17日、発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備後、調査区内の危険物除去、草刈り等を行う。


18日、発掘調査の方法解説、安全講習会の後、発掘作業を開始。技術指導を行いながら、試


掘トレンチを中心にした粗掘作業を進め、遺構確認に努める。遺物は縄文土器・土師器の細


片であり、建物跡と推定される遺構にはＢ‑Ｔｍの堆積が認められ、遺跡の主体は平安時代


集落と推定される。


【７月】粗掘作業(試掘トレンチを拡張)を続行し、さらなる遺構確認に努める。985㎡の遺構検出を


行い、古代の建物跡・土坑・溝跡・柱穴・小穴等を多数確認した。特に、エリア１のグリッ


ドライン116以西における遺構密度は高く、建物跡などの大型遺構は小型の遺構である柱穴


・小穴に切られるという、遺構精査としては困難な状況が見えてくる。また、グリッドライ


ン116以西～グリッドラインⅠＭ以南(エリア１)では良好な包含層の分布がみられるととも


に、地山を掘りこまない遺構が多数存在していることも判明した。


中旬、グリッド杭設置及び水準測量を㈱コンテック東日本に委託する。これに基づき、４ｍ


単位のグリッドを設定した。


18日、「津軽新報」に発掘調査の紹介記事が掲載される。


23日、「夏休みに考古学者になろう(親子体験発掘)」を実施(参加者30名)。
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【８月】５日以降、重機による表土除去と排土移動および重機を併用した遺構確認を行った。25日、


遺構は調査区の全域に分布・重複し、遺構の空白域はほとんどみられない状況が判明、エリ


ア１と２の間は埋没谷であることも判明。作業量に対する調査日数が圧倒的に不足している


状況が把握されると同時に、現体制における期限内終了は難しいと考えられたため、職員の


応援を要請する。


【９月】調査区全域の遺構確認作業が終了。遺構の全体状況が判明した。２日からは発掘作業員８名


を追加雇用し、遺構精査を本格的に開始する。


当初の予想数を超えた遺構検出による発掘作業の遅延のため、年度内の調査終了が困難な状


況になったことから、４日に中南地域県民局地域整備部道路整備課、教育庁文化財保護課、


当センターの三者で、今後の発掘調査の進め方について協議を行った。


協議内容は、①上記理由に基づき、当センター側が道路整備課が予定していた工事発注の次


年度への先送りを依頼。②道路整備課側は、工事発注の先送りを了解するとともに、教育庁


文化財保護課・当センター側に対し、現道南側調査区に現道北側調査区の一部(約240㎡)を


加えて、平成21年度のできるだけ早期に調査を終了して欲しい旨を要望。③教育庁文化財保


護課・当センターが平成20年度中に未発掘の予定路線内の全面的な確認調査を実施し、今後


の発掘調査全体について見通しを立てる。


①～③の協議に基づき、平成20年度の発掘作業をできるだけ進めるため、10月からは職員・


調査補助員・発掘作業員を増員するとともに、発掘調査期間を11月14日まで延長し、平成20


年度の調査完了区をグリッドライン116以東と定め、グリッドライン116以西を平成21年度の


継続調査区とし、併せて計画路線内に残る未発掘区の確認調査を行うこととなった。


19日、 山口調査員とともに、基本土層を検討。


【10月】１日、茅野嘉雄文化財保護主査（現 教育庁文化財保護課 文化財保護主査）、調査補助員(山下生詩


・川村昌子・佐藤裕太)が調査に加わり、発掘作業員10名を追加雇用する。グリッドライン1


16以東の調査完了をめざし、急ピッチで遺構精査を進める。複数の建物跡に、それぞれ新古


の２段階がみられるなど、複雑な内容に精査が難航。


16日、㈱シン技術コンサルに委託して遺跡及び調査区域全体の空中写真撮影を行う。


【11月】伊藤由美子文化財保護主査、茅野嘉雄文化財保護主査、調査補助員(最上法聖・最上泰代・


川村昌子・佐藤裕太)の６名は当センターに戻り、木村高文化財保護主幹と調査補助員(林啓


太・成田厳人・山下生詩)の４名が残留し、澤田恭平文化財保護主事が加わる。


木村は、グリッドライン116以西のエリア１内の遺構精査と土のう・シートを用いた遺構面


の保護措置を行い、澤田は、未発掘の予定路線内(計画路線幅杭№37～43の範囲)に対し、試


掘トレンチを25基設定し、確認調査を行った。結果、土坑・溝跡・柱穴・小穴が確認された


ことから、教育庁文化財保護課により幅杭№42付近まで赤坂遺跡の範囲が拡張された。


14日、すべての発掘作業を終了し、発掘器材・出土品等を搬出した後、現地から撤収した。


19～27日、グリッドライン117以東を重機により埋め戻した。


27日、所轄の警察署に教育庁文化財保護課から遺物発見届を提出した。


（木 村 高）
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確認調査における試掘トレンチの設定状況


（２）整理・報告書作成作業の経過


平成20年度の赤坂遺跡発掘調査では、平安時代の建物跡17軒、竪穴遺構２基、土坑69基、溝跡53条、


用途不明遺構12基、道路遺構１条、焼土遺構１基、柱穴・小穴約1500個（これらの数値は『赤坂遺跡Ⅱ』で


変更となる可能性がある。)が確認（一部精査）され、遺物は、土器・石器・土製品・鉄製品等39箱（段


ボール箱）出土した。


報告書刊行事業は平成21年度に実施することになり、整理・報告書作成作業は平成21年４月１日か


ら平成22年３月29日までの期間で行った。


赤坂遺跡は縄文時代と古代の複合遺跡であり、検出遺構は古代が主体であるが、出土遺物は縄文時


代の土器が多い点等を考慮し、これに応じた整理作業の工程を計画した(本報告書は、グリッドライン116


以東の東側区域が対象で、グリッドライン116以西の西側区域については、『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定。)。


整理・報告書作成体制は、以下のとおりである。


調査主体 青森県埋蔵文化財調査センター


文化財保護主幹 木村 高 （報告書作成担当者）


文化財保護主査 伊藤由美子（報告書作成担当者）


調査補助員 林 啓太 成田 厳人 最上 泰代


図版作成作業員 大坂千美子


整理作業員 對馬満里子 冨士川葉子 半田さくら
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整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。


〔平成20年度〕


【12月】炭化物の年代測定および炭化材の樹種同定を委託により実施。


【１月】石器の石質鑑定を委託により実施。


〔平成21年度〕


【４月】発掘作業で作成した図面・写真類の整理作業と遺物の洗浄・注記作業を行う。同時並行で、


遺物の基礎的な整理（ナンバリング・リスト作成）を実施。遺跡周辺の地形及び地質に関す


る原稿執筆を依頼。


【５月】遺構単位～遺構間～遺構外～遺構内と遺構外、といった順に、土器の接合・復元作業を行う。


各種サンプル等を整理し、理化学的分析を委託。


【６月】土器類の接合・復元作業を行う。礫石器の実測、須恵器全点の抽出を行う。花粉・プラント


･オパール・珪藻の分析を委託により実施。


【７月】報告書掲載遺物の第１次選別を行う。土器の接合・復元作業を継続しながら、礫石器・剥片


石器の実測を行う。炭化物の年代測定を委託により実施。


【８月】礫石器・剥片石器の実測を行う。火山灰に関する原稿執筆を依頼。


【９月】遺構図面のチェック作業を行う。報告書掲載遺物の第２次選別を行う。炭化種子に関する原


稿執筆を依頼。


【10月】拓影図の作成を行う。完成した遺物実測図のトレースを行う。


【11月】遺構実測図や遺構配置図・調査区域図等のトレースを行う。


【12月】各種遺物の写真撮影を委託により実施。各種図面のトレースを行いながら、図版を作成。


【１月】報告書の割付・編集・原稿作成を行い、印刷業者を入札・選定して入稿した。


【２月】本報告書の校正作業を行う。記録類・出土品の整理。


【３月】本報告書の校正作業を行う。記録類・出土品の収納。３月29日、報告書刊行。


（木 村 高）
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第２章 調査および報告の方法


第１節 発掘作業の方法


前年度の平成19年９月４日～５日に青森県教育庁文化財保護課が行った試掘調査(66㎡)では、全８


ヶ所のトレンチのうち、半数から「住居跡」１軒、土坑２基、溝跡２条が確認され、６ヶ所のトレン


チから縄文土器、土師器、須恵器及び石器の出土がみられた（青森県教育庁文化財保護課 2008『青森県遺跡


詳細分布調査報告書』20）ことから、縄文時代・古代の遺構調査に重点をおいて、集落の時期・構造等を


把握できるような調査方法を採用した。


【測量基準点・水準点の設置・グリッド設定】


調査対象区域内に、標準の座標と標高を備えた実測基準点を測量業者に委託して設置した。


基準点測量は、中南地域県民局地域整備部所管の測量成果より、Ｔ8，Ｔ9，ＴＡ29，ＴＡ30を与点


とし、結合路線方式により位置を決定、グリッド杭打設の与点とした。


水準(仮Ｂ.Ｍ.)測量は、上記測量成果のＢ.Ｍ.４、Ｂ.Ｍ.６の点検を行い、今回の新設基準点に直


接水準測量により標高を決定し、それらを基にして、指示地点に標高10cm単位の仮Ｂ.Ｍ.を設けた。


グリッド杭設置測量は、今回の新設基準点とグリッド杭座標値を使用し、放射法により設置した。


考備ＨＹＸ称名杭


Ｔ８ 73864.957 ‑16333.943 －


Ｔ９ 73907.153 ‑16405.037 140.256


ＴＡ２９ 73975.601 ‑16784.027 92.954
既 設 基 準 点


エ リ ア １ 付 近


ＴＡ３０ 74018.674 ‑16836.405


Ｂ.Ｍ.４ － － 89.820


Ｂ.Ｍ.６ － － 156.455
既 設 仮 Ｂ.Ｍ.


ⅠＦ‑１０４ 73980.000 ‑16804.000 －


ⅠＫ‑１０５ 73960.000 ‑16800.000 － エリア１内グリッド（新設点）


ⅠＮ‑１１２ 73948.000 ‑16772.000 －
『赤坂遺跡Ⅱ』報告予定範囲


仮Ｂ.Ｍ. － － 92.200 エリア１内仮Ｂ.Ｍ.（新設点）


ⅠＲ‑１１９ 73932.000 ‑16744.000 －


ⅡＦ‑１３１ 73900.000 ‑16696.000 － エリア２内グリッド（新設点）


ⅡＦ‑１３３ 73900.000 ‑16688.000 －
本 報 告 の 範 囲


仮Ｂ.Ｍ. － － 92.700 エリア２内仮Ｂ.Ｍ.（新設点）


※ 座標値は、世界測地系に基づく平面直角座標第Ｘ系。


委託による杭の設置後、ⅠＦ‑104、ⅠＫ‑105、ⅠＮ‑112、ⅠＲ‑119、ⅡＦ‑131、ⅡＦ‑133のグリッ


ド杭を基準として調査区の全域に４ｍ×４ｍのグリッドメッシュを設定した。


座標Ｘ軸（東西ライン）にはローマ数字(Ⅰ～)とアルファベット(Ａ～Ｔ)の組み合わせを用い、Ｙ


軸（南北ライン）には算用数字を付した。Ｘ軸は負方向へ４ｍ南進する毎に「ⅠＡ」､「ⅠＢ」･･･と
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アルファベットが進み、ⅠＴ(ⅠＡから20グリッド＝80ｍ)に達すると、次はローマ数字が繰り上がり


「ⅡＡ」となるようにした。Ｙ軸は正方向へ４ｍ東進する毎に算用数字が１ずつ増えるようにした。


グリッド杭の名称は、Ｘ軸（アルファベット）とＹ軸（算用数字）の組み合わせで表し、各グリッ


ドメッシュの名称は、北西隅のグリッド杭（ライン交点）を用いた（図Ⅵ参照）。


レベル原点も、92.200ｍと92.700ｍの仮Ｂ.Ｍ.を与点として、必要に応じて数点設置した。


【基本土層】


遺跡の基本土層については、表土から順にローマ数字を付けて呼称した。


【表土等の調査】


グリッドライン116以西～グリッドラインⅠＭ以南(エリア１)以外の範囲については、リンゴ畑の


造成等による削平が著しく、また、谷部は近年の盛り土により厚く整地されていることが分かったこ


とから、重機を併用して掘削の省力化を図った。


【遺構の調査】


検出遺構には、ＳＩ、ＳＫ等の種別毎の略号と「001」から始まる検出順の番号組合せによる略称


を付けて精査した。算用数字の付番にあたっては、001～(柱穴・小穴は0001～)や101～(柱穴・小穴


は1001～)のように、あえて欠番発生を容認する形式をとり、同番重複を避けた。遺構に付したアル


ファベットの略号は、以下のとおりである。


遺 構 種 別 略 号 備 考


竪 穴 部 ＳＩ□
建


竪 穴 部 に 伴 う 土 坑 ＳＩ□ＳＫ□


竪穴部に伴う柱穴・小穴 ＳＩ□Ｐit□
物


竪穴部に伴う用途不明遺構 ＳＩ□ＳＸ□


竪 穴 部 に 付 属 す る 溝 跡 ＳＩ□ＳＤ□ いわゆる外延溝
跡


竪穴部に付属する掘立柱建物跡 ＳＩ□ＳＢ□


竪 穴 遺 構 ＳＨ□


土 坑 ＳＫ□


溝 跡 ＳＤ□


用 途 不 明 遺 構 ＳＸ□ 本報告では、主として硬化範囲が対象


今回の報告範囲で検出された掘立柱建物跡は
掘立柱建物跡・塀(柵)跡 ＳＢ□


『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定。


柱 穴 ・ 小 穴 Ｐｉｔ□


＊「建物跡」とした遺構は、一般的に「住居跡」と呼称されているものであるが、住居として使用され


た確証は無いことから、本報告では「建物跡」とした。なお、『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定の西側区域


(グリッドライン116以西)では、いわゆる外周溝を伴う建物跡が検出されているが、これも建物跡の
．


一部であることから、外延溝と同様に、ＳＩ□ＳＤ□とする。
．


堆積土層観察用のセクションベルトは、遺構の形態、大きさ等に応じて、基本的には４分割又は２


分割で設定したが、遺構の重複や付属施設の有無等により必要に応じて加除した。堆積土層には、算


用数字を付け、ローマ数字を付けた基本土層との区別をはかった。
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重複関係にある遺構に対しては、適宜サブトレンチを設定し、形状の正確な把握に努めた。


平面図は、主に㈱アイシン精機製「遺構実測支援システム」を用いたトータルステーションによる


測量で作成した。


遺構内出土遺物については、遺構単位・遺構内小区画単位で層位毎に又は堆積土一括で取り上げた


が、床面（底面）やカマドの出土遺物については、必要に応じてドット図・平面図等を作成した。


【遺物包含層の調査】


基本的に、上層から層位毎に人力で掘削した。遺物が密集して出土した区域では、トータルステー


ションにより、ドット図を作成したが、遺物が散発的に出土した区域では、ドット図を作成せずにグ


リッド単位で層位毎に取り上げた。


【写真撮影】


写真撮影には、原則として35㎜モノクローム、35㎜カラーリバーサルの各フィルム及びデジタルカ


メラ（キャノン製 ＥＯＳ Kiss×２ 24272×2848ピクセル）の３種を用い、発掘作業状況、土層の


堆積状態、遺物の出土状態、遺構の検出状況、精査状況、完掘後の全景等について記録した。また、


ラジコンヘリによる遺跡及び調査区域全体の空中写真撮影も業者委託で行った。


（木 村 高）


第２節 整理・報告書作成作業の方法


平成20年度の発掘調査では、平安時代の建物跡17軒、竪穴遺構２基、土坑69基、溝跡53条、用途不


明遺構12基、道路遺構１条、焼土遺構１基、柱穴・小穴約1500個（これらの数値は『赤坂遺跡Ⅱ』で変更と


なる可能性がある。)が確認（一部精査）され、遺物は、土器・石器・土製品・鉄製品等39箱（段ボール


箱）が出土した。


古代の集落の時期・構造等を解明するため、建物跡をはじめとする各遺構の構築時期と集落の変遷


等の検討に耐えうる報告書を目指し、整理・報告書作成作業を進めた。


なお、本報告はグリッドライン116以東の東側区域を対象としており、西側区域(グリッドライン11


6以西)に関する内容は『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定である。


【図面類の整理】


遺構の平面図は主にトータルステーションによる測量で作成した。よって、整理作業ではこのデジ


タルデータと手測りで図化したセクション図等との図面調整を行った。また、遺構台帳等を作成して、


発掘作業時の所見等を整理した。


【写真類の整理】


35㎜モノクロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、35㎜カラーリバーサルフィ


ルムは発掘作業状況、遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファイルに収


納した。また、デジタルカメラのデータファイルは、35㎜カラーリバーサルフィルムと同様にフォル


ダ格納し、各フォルダおよび各ファイルにはタイトルを付けた。
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【遺物の洗浄・注記と接合・復元】


遺構内の土器類を優先的に洗浄し、接合・復元作業を早期に進めるようにした。遺物の注記は、調


査年度、遺跡名、出土区・遺構名、層位、取り上げ番号等を略記したが、剥片石器・金属器等の直接


注記できないものは、収納したポリ袋に注記した。


接合・復元にあたっては、出土地点・出土層等の点検を加えながら精密に行った。


【報告書掲載遺物の選別】


遺物全体の分類を行った上で、遺構に伴う資料（遺構の構築～廃絶時期等を示す資料）、遺構廃絶


以降の埋没過程を暗示する資料等を主として選別した。


【遺物の観察・図化】


遺物の特徴を分かり易く図化した。特に、遺構に伴う資料（遺構の構築～廃絶時期等を示す資料）、


遺構廃絶以降の埋没過程を暗示する資料については、全点を図示した。また、観察表・計測表等を作


成した。


【遺物の写真撮影】


ごく一部の資料を除き(木村撮影)、業者に委託して行った。実測図等では表現しがたい質感・雰囲


気・製作技法・文様表現等が伝わるよう留意した。


【理化学的分析】


炭化材の樹種同定、炭化物の炭素年代測定・花粉分析・プラント･オパール分析・珪藻分析・火山


灰分析・炭化種子分析を外部に委託して行った。これらの成果は、『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定である。


【トレース・版下作成】


実測図及びその他挿図のトレースは、手作業と㈱アイシン精機製「トレースくん」、アドビシステ


ムズ㈱製「アドビ イラストレーター」を用いたデジタルトレースを併用した。実測図版・写真図版


等の版下作成も「アドビイラストレーター」を主に用いた。


【調査成果の検討】


遺構毎に種類・構造的特徴・出土遺物・他遺構との新旧関係等に関するデータを整理し、構築時期


や同時性・性格等について検討を加えた。また、柱穴･小穴のならびについても検討を加え、掘立柱
．．．


建物跡の抽出作業を行った。これらの検討後、古代集落の時期・構造・変遷等について検討した。


（木 村 高）


第３節 報告の方法


本報告では、平成20年度調査区におけるグリッドライン116以東の遺構と遺構内出土遺物に関する


内容をまとめた。グリッドライン116以西の遺構および遺構内出土遺物、グリッドライン116以東を含


む柱穴・小穴群から抽出した掘立柱建物跡・塀(柵)跡、遺構外出土遺物、各種理化学的分析に関する


内容は、『赤坂遺跡Ⅱ』で総括的に報告する予定である。
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【分割区の名称と報告対象範囲】


平成20年度調査対象区域は北西から南東に細長い平面形を呈す。今回の報告にあたっては、便宜的


に、ⅡＡ‑124を中心に位置する「谷」を境に、北西側を「エリア１」、南東側を「エリア２」と呼称


した。グリッドライン116以東を対象範囲とする本報告は、この「エリア１」と「エリア２」の両区


を含むものである。次巻の『赤坂遺跡Ⅱ』は、グリッドライン116以西を報告の対象範囲とし、「エ


リア２」単独の報告となる予定である（図Ⅴ参照）。


本報告と次巻『赤坂遺跡Ⅱ』の各区名と報告範囲は下表のとおりである。


報 告 書 名 エリア１ エリア２ 報 告 対 象 範 囲


『赤坂遺跡』(本報告) ○ ○ グリッドライン116以東


西以611ンイラドッリグ○)巻次(』Ⅱ跡遺坂赤『


【遺構名の変更】


発掘調査段階で付した遺構略称は、本報告書作成の過程で一部変更となった。変更した遺構は下表


の通りである（発掘調査図面・写真等には調査時の遺構名が記されている。）。


エリア 調査時の遺構名 本報告の遺構名等 発掘調査者 エリア 調査時の遺構名 本報告の遺構名等 発掘調査者


野茅010XS520DS村木5420tiP401KS


SK001 SD009に含める 伊藤
１


SK032 風倒木痕 茅野


藤伊痕木倒風510KS野茅100HS600IS


藤伊痕木倒風610KS野茅200HS810KS


藤伊4420tiP600KS野茅10tiP200HS1tiP内810KS


１ SD022 SI001SD01 伊藤 沢ないし沢1 SD026 伊藤


SK020 SI005SK01 茅野 Pit0008 SI003SB01Pit01 伊藤


SI005壁面Pit1 SI005SX01 茅野
２


SK008 SI003SB01Pit02 伊藤


SI005壁面土坑1 SI005SX02 茅野 SI003内Pit1 SI003SB01Pit03 伊藤


藤伊ずらあに構遺110DS野茅230KS坑土出検層下010XS


藤伊ずらあに構遺400XS野茅330KS1‑420KS


藤伊ずらあに構遺2沢野茅430KS700IS


※ 調査時のSK032は、風倒木痕として認定されたため、ⅠＳ‑119グリッドに検出された土坑をSK032とした。


【考古学的分析】


平安時代集落の時期・構造・変遷等に関する成果は、『赤坂遺跡Ⅱ』でまとめて報告する。


【理化学的分析】


土器胎土分析・炭化材の樹種同定、炭素年代測定・花粉分析・プラント･オパール分析・珪藻分析


・火山灰分析・炭化種子分析等に関する成果についても、『赤坂遺跡Ⅱ』でまとめて報告する。


（木 村 高）
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図Ⅱ　遺跡の位置 ( ●部分 )(本図は、国土地理院発行の 25,000 分の１地図画像「浪岡」・「王余魚沢」・「黒石」・「温湯」を合成したものである。)







図Ⅲ　遺跡の位置 ( ●部分 )(本図は、国土地理院発行の 25,000 分の１地図画像「王余魚沢」・「黒石」・「温湯」を 200％拡大・合成したものである。)
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第３章 遺跡の環境


第１節 遺跡周辺の地形及び地質


青森県立浪岡高等学校 山 口 義 伸


赤坂遺跡は黒石市上十川字長谷沢に位置し、黒石市街地から約４km北方の、丘陵を流れる十川流域


に立地している。調査区域は十川に迫る丘陵末端部にあって、急勾配の斜面から緩斜面へ転換した部


分(標高90～95ｍ)に位置し、南端は15ｍもある急崖でもって谷底平野に臨んでいる。また、調査区域


東側のエリア２は小さな谷状地形であって、谷状凹地が北側の丘陵に馬蹄状に分布している。調査区


域は、後述するが、県道酸ヶ湯黒石線の道路拡幅に伴う削平工事により山側が大きく削平され、谷状


凹地は盛り土により整地されている。したがって、遺構密集地での基本層序の欠如と谷状地形内の土


層との相違、縄文時代以降の土石流堆積物の存在により基本層序の確立が難しかった。


第１図には本遺跡周辺の地形分類を示した。黒石市街地は浅瀬石川流域沿いにあって、平野部への


出口付近に展開する扇状地上に立地している。浅瀬石川南方でも同扇状地が舌状に張り出しており、


面上には平川市平賀及び尾上が立地している。この開析扇状地は標高30～100ｍであって、黒石市牡


丹平付近を扇頂部とする半径約６kmの扇形の地形であるが、上述のように浅瀬石川によって大きく開


析されている。この扇状地は浅瀬石川沿いと丘陵縁辺部では急勾配の黒石Ⅰ面として分布し、この面


の低地部分を被覆する形で下位の黒石Ⅱ面が分布している。面上には黒石市や平川市の市街地が立地


するほかに、りんご園としても土地利用されている。なお、黒石市街地西方の扇状地前縁部には平坦


な扇状地性低地が展開しており、水田として主に利用されている。


開析扇状地の背後には大釈迦丘陵に連続する黒石－平賀丘陵が展開しており、等高線の配置から扇


状地とは明瞭に識別できる。標高は概ね100～300ｍであって、開析谷による浸食作用で起伏に富んだ


地形となっているが、頂部が平坦で平野側に緩やかに傾斜している。そして丘陵東方には、起伏の激


しい山地が南北に分布し、黒森山や高清水山などの安山岩の貫入岩体も存在している。


ところで、浅瀬石川以北における開析扇状地を刻む河川としては十川がある。支流の長坂川、高館


川、本郷川などを含め、これらの河川はいずれも黒森山－法峠付近の分水嶺に発源し、扇状地内で十


川に合流している。


ここで、本地域内の地質概要について述べることとする。


本遺跡調査区域近くの露頭では、下部には塊状の軽石質凝灰岩(10ｍ以上)が堆積し、上部には下位


から酸化した軽石質中粒紗(厚さ約５ｍ)、砂礫層(３ｍ以上)、軽石質砂と軽石質シルトとの互層(６


ｍ以上)が堆積している。これらの堆積物はいずれも更新世後期の堆積物であって、下部が八甲田第


２期火砕流堆積物であり、上部が黒石扇状地堆積物に相当し、平野側に30°以上と大きく傾斜してい


る(村岡・長谷､1990)。
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また、本遺跡東方の山地を構成する地層として、新第三紀中新世の温湯層(礫岩やシルト岩・頁岩)、


第三紀鮮新世の尾開山凝灰岩層(流紋岩質凝灰岩を主とする火砕岩)と貫入岩体としての三ツ森安山岩、


砂岩主体の大釈迦層(砂岩や礫岩、シルト岩)などが認められる。三ツ森安山岩を除く基盤岩は法峠背


斜と並行する法峠向斜に沿って南北に帯状に分布しており、村岡・長谷(1990)によると、この褶曲運


動は第四紀更新世後期まで継続していたと指摘している。南北に分布する山地の東翼には田代平カル


デラに起因する、八甲田第１期火砕流堆積物(約65万年前の流下)と第２期火砕流堆積物(約40万年前


の流下)が広く分布している。これは北方に展開する大釈迦丘陵の構成層と同様であって、基盤の大


釈迦層を不整合に覆っている。ちなみに、大釈迦丘陵は河川の浸食作用により等高線の配置がきわめ


て入り組んでいるが、火砕流堆積物の流下により頂部には平坦面が残っている。一方、山地西翼には


褶曲運動に伴う傾動により八甲田第２期火砕流堆積物の上位に扇状地性の堆積物(黒石扇状地堆積物)


が分布している。したがって、黒石－平賀丘陵は平野側に大きく傾斜しているが、平頂であり、主に


りんご園として利用されている。


第１図 遺跡周辺の地形分類
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浅瀬石川流域の開析扇状地である黒石面は後背地から供給された砂礫のほかに、十和田火山起源の


火砕流堆積物で構成されている。すなわち、約3.2万年前に流下した大不動浮石流凝灰岩によって浅


瀬石川流域には黒石Ⅰ面が形成される。その後の浸食作用によって谷状凹地が発生し、これを被覆す


る形で大不動浮石流凝灰岩が再堆積した結果、下位の黒石Ⅱ面が形成されたと考えられる。なお、黒


石面の前縁部に分布する扇状地性低地には約1.3万年前に流下した八戸浮石流凝灰岩も確認されてい


る。なお、浅瀬石川の北側に分布する扇状地は河床から約20ｍの比高のある段丘面として分布してい


る(山口､2001)。


次に、本遺跡調査区内の基本層序について述べることとする。


本遺跡は上述のように、十川に臨む丘陵上に立地しており、基盤岩として火砕流起源の堆積物およ


び再堆積物が認められる。また、県道酸ヶ湯黒石線の道路拡幅に伴う削平工事により調査区域内の基


本層序は大きく欠如していることと、縄文時代以降に発生したと考えられる土石流堆積物も認められ、


基本層序の確立が困難であった。そこで、基本層序の層相については十川に突き出た舌状台地にあた


るエリア１のⅠＭ－104グリッドでの各層の特徴をもとに作成し、丘陵を刻む谷状凹地のエリア２の


ⅡＣ－130グリッドでの特徴も追記することとした(第２図)。


第Ⅰ層 黒褐色土(10YR2/3) 耕作土。固さはあるが、締まりに欠け脆い。耕作により粘土や砂な


どのブロックが多量に混入しており、道路拡幅工事に伴い下位層の攪乱が目立っている。


特に凹地状のエリア２では、本層下位に盛り土(間層)が認められた。下部の盛り土２層


(浅黄橙色土、10YR8/4)は、調査区域内の基盤(基本層序Ⅶ層以下)である軽石質砂質粘土


が層状に盛られており、上部には整地用に固く締まった盛り土１層(黒褐色土、10YR3/2)


としてⅢ層とⅣ層のブロックを混入した砂質粘土が盛られている。


第Ⅱ層 黒褐色土(10YR2/2) 腐植質土であり、平安時代の遺物が包含されることから、生活面と


判断される。層相から２層に細分される。上位のⅡa層は粘性・湿性にやや欠け、全体的


にソフトな感じがする。下位のⅡｂ層(暗褐色土、10YR3/4)は多少湿性があり、炭化物、


焼土粒、粘土粒、軽石粒が多少包含されている。また、下位には著しく酸化した褐色砂質


粘土(間１層、10YR4/4)と褐色シルト(間２層、10YR4/6)が堆積している。径5cm～20cm大


の安山岩や凝灰岩等の亜角礫～亜円礫を包含しており、おそらく十川で発生した土石流に


よる堆積物と判断される。


第Ⅲ層 黒色腐植質土(10YR1.7/1) 粘性・湿性があり、やや締まりもある。上位のⅡ層は乾くと


黒灰色に変色するが、本層は湿性が保たれている。軽石粒や粘土粒だけでなく焼土粒、炭


化粒なども混入し、縄文時代前期～後期の遺物も包含されている。


第Ⅳ層 黒褐色土(10YR3/2) 漸移層である。Ⅴ層以下の各層をブロック状や粒子状に多量に含み、


粘性・湿性がややある。エリア１では、本層下位に土石流堆積物と思われる土層(間１～


４層)が認められる。上部の間１層(褐色土、10YR4/4)は軽石粒混じりの粘質土、間２層


(褐色土、10YR4/6)は粗粒砂混じりの粘質土であって、いずれも下位の間３～４層の再堆


積相を示唆している。間３層(黄褐色土、10YR5/6)は酸化の著しい粗粒砂質の軽石質粘土、


間４層(明灰褐色土)は酸化の著しい軽石質砂で、径10cm大以下の円礫～亜角礫を多量に包


含している。間３～４層は淘汰不良の層相や礫の混入等から判断して、十川流域における
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土石流の発生に起因した堆積物と考えられる。特に平安時代の遺構が密集するⅠＬライン


以北では、道路拡幅工事による削平により基本土層が30cm以上も欠如しており、間３～４


層が遺構確認面となっている。エリア２では、調査区北側では、基本層序Ⅰ層下にⅤa層


が堆積し、調査区南側ではⅠ層下にⅦ層が堆積する。


第Ⅴ層 黄褐色ラピリ質軽石層 碇ヶ関浮石(山口、1993)に相当し、千曳浮石に対比される。緻


密堅固である。上部のⅤａ層は径10mm大以下の軽石粒の混入が目立ち、下部のⅤｂ層は赤


色、紫色、灰色などカラフルな風化礫の混入が目立つ。


第Ⅵ層 灰褐色軽石質砂層 淘汰不良な軽石質砂が主体で、径10cm大以下、最大20cm大の頁岩、


凝灰岩、安山岩などの円礫～亜角礫がかなり混入している。十川での土石流堆積物、ある


いは崖錐堆積物と考えられる。


第Ⅶ層 灰色軽石質砂層 淘汰良好な軽石質砂が主体で、緻密堅固である。下位のⅧ層と互層を


成す堆積物であり、おそらく丘陵を構成する八甲田第２期火砕流堆積物の再堆積相と考え


られる。


第Ⅷ層 オリーブ灰色シルト層 細粒軽石質なシルトである。


引 用 文 献


村岡洋文･長谷紘和(1990)「黒石地域の地質」『地域地質研究報告５万分の１地質図幅』 地質調査所


山口義伸(1993)「平川流域での十和田火山起源の浮石流凝灰岩について」『年報市史ひろさき』第２号 弘前市


山口義伸(2001)「第Ⅰ章 第３節 津軽平野南部の地形発達」『新編弘前市史 通史編１(自然･原始)』 弘前市
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第４章 遺 跡 の 概 要


第１節 遺跡の概要


赤坂遺跡は、黒石市の中心部から北東へ約５Km、上十川地区の北域に位置し、高館川と小河川(長


谷沢)に挟まれた狭長な丘陵の南西斜面(長谷沢側)に立地する。


遺跡範囲は東西約280ｍ、南北約300ｍを測る。標高は約90ｍ～140ｍと高低があり、微地形でみる


と緩斜面エリア(標高90ｍ前後)と急斜面エリア(約100ｍ～140ｍ)とに分かれる。


遺跡範囲外の南西側は急斜面となっており、谷底平野に形成された水田を見下ろすことができる。


水田面との比高差は約15ｍを測り、ロープなしには下りられないほどの急崖である。遺跡およびその


周囲にまとまった平坦地は無く、すべてが斜面地となっている。


赤坂遺跡の登録は昭和38年の工藤正調査員による現地踏査による。所在地は上十川字長谷澤一番囲


であるが、遺跡名は当時の登録遺跡名が現在も用いられている。


現状はリンゴ畑と道路(県道)であり、昭和50年代の道路建設等により一部が破壊されている。


平成20年度の調査区は、緩斜面地が対象で、長谷沢に面する崖線上部に相当する。調査の結果、縄


文、平安、近代の各時代に跨る複合遺跡で、主体は建物跡と掘立柱建物跡(柱穴･小穴)・土坑・溝跡


等で構成される平安時代の集落跡であることが判明した。


（木 村 高）


調査区
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第２節 遺構の概要


平安時代の遺構は、調査区の全域に分布し、建物跡と掘立柱建物跡(柱穴･小穴)、土坑、溝跡等で


構成される。井戸跡は検出されなかった。『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定のエリア１西側区域における遺


構密度は高く、激しく重複している(図Ⅴ参照)。


平安時代以外の遺構としては、縄文時代の土坑(SK019)や近代の道跡(SX001)等が検出されている。


遺構の遺存状況は全般に良好とは言えない。特にエリア２における遺構は削平がきつく、かなりの


情報が欠失している状況である。


カマドが検出された建物跡は、エリア１の４軒(ＳＩ001，002，004，005)であるが、西壁に造られ


ているものが２軒(ＳＩ002，004)、北壁に造られているものが１軒(ＳＩ005)、南壁に造られている


ものが１軒(ＳＩ001)といったように、カマド方位に統一性はみられない。


建物跡の主軸は大略では一致しており、建物跡間に大きな差はみられない。強いて言うならば、Ｓ


Ｉ004とＳＩ005がほぼ同一で、ＳＩ001とＳＩ003がほぼ同一とみることができる。


建物跡に付属する遺構をみると、ＳＩ001には外延溝が、ＳＩ003には掘立柱建物跡がみられる。Ｓ


Ｉ005の床下には土坑、そして壁面に掘りこまれた土坑や小穴がみられ、バラエティが認められる。


ＳＩ001，004，005の３軒の建物跡には、複数の貼床が施されており、改修を加えながら長期使用


された可能性がうかがわれる。しかし、その割に建物跡に伴う遺物は極めて少なく、床面からは数片


エリア１


エリア２
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の土器片が出土するのみで、建物廃絶時における片付け行為の存在が推測される。複数の貼床施工と


床面遺物の少ないこれらの現象は、次巻の『赤坂遺跡Ⅱ』の報告範囲においてもほぼ同様である。


建物の長期使用や廃絶時における片付け行為といった推定事項は、赤坂集落に存在した「きまり」


と関連する可能性があり、重要事項と言える。このことについては、『赤坂遺跡Ⅱ』で詳述する予定


である。


ＳＩ002とＳＩ004には、白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)の堆積が認められ、ＳＩ005の堆積土はＢ‑Ｔm


を含むピットに切られている。また、Ｂ‑Ｔmの堆積が認められるＳＩ002はＳＩ001に切られている。


これらのことから、赤坂集落は白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)の降下を挟んでいることが分かる。よっ


て、集落の存続期間は概ね、９世紀後半～10世紀前半頃と推定される。


なお、『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定の範囲では、外周溝を巡らすタイプの建物跡も検出されている。


このタイプの建物跡は、旧浪岡町地域においては顕著な形式であるが、黒石市域での検出は本遺跡が


初例となる(図Ⅴ参照)。


縄文時代の遺構としては、完形土器１個体を伴う後期後葉の土坑(ＳＫ019)が検出されており、近


代の遺構としては溝跡(ＳＤ007)、用途不明遺構(ＳＸ001，005)等がみられる。


（木 村 高）


第３節 遺物の概要


平成20年度調査で出土した遺物は、段ボール箱で39箱であり、平安時代の各種遺物、縄文時代早期


～晩期の土器・石器・土偶、弥生土器、近代の陶磁器類で構成される。


遺物の主体は土器であるが、大半は細片であり、復元率が極めて低かった。縄文土器は平安時代の


人々の営為により砕かれ、平安時代の土器は建物内に残されることなく屋外に廃棄され、リンゴ畑の


造成とともに細片化していった、という背景・経過を推察させる。


平安時代遺物の主体は土師器であり、これに須恵器がわずかに加わる。グリッドライン116以東に


検出された遺構内の土器以外では、土製品・石製品がみられず、鉄製品４点が出土したにすぎない。
．．．


礫石器の多くは恐らく、縄文時代のものと思われるが、平安時代に属す可能性も否定できない。


縄文土器は、早期～晩期まで各時期のものが出土している。ただし、平安時代遺構の覆土に混入し


たものが大半である。特に目につくのは、後期後葉の瘤付土器である。ＳＫ019から完形個体が１点


出土しており、ＳＩ001建物跡の覆土からも多くの破片が出土している。円筒上層式も一定量みられ、


谷からは良好な略完形個体が１点出土している。弥生土器は前期砂沢式並行と中期田舎館式並行の破


片が出土しており、調査区全体では、ほかに数片が出土している。近代の遺物は、ＳＤ007から大型


の土管、ＳＤ024から小型５銭白銅貨、ＳＸ001から摺絵の皿が出土している。


本報告ではグリッドライン116以東に検出された遺構内の出土遺物を対象としているが、遺構外出土遺物については、グリ
．．．．．．


ッドライン116の東西間で接合する状況が認められたことから、遺構外出土遺物は、グリッドライン116以東も含め、『赤坂
．．．


遺跡Ⅱ』で調査区全体から出土したものを一括して報告する予定である。


（木 村 高）
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第５章 検出遺構と出土遺物


第１節 検出遺構と出土遺物


１ 建 物 跡（ＳＩ）


ＳＩ００１建物跡（図２～５，27～31・写真５～７，26～28）


【概 要】


本建物跡は、調査区エリア１のグリッドⅠＳ・Ｔ－120～122に位置する。竪穴部に外延溝が付随す


る。竪穴部は拡張が確認された。ここでは拡張後を「新竪穴部」、拡張前を「旧竪穴部」として記載


する。


新竪穴部の重複関係は、ＳＩ002建物跡より新しく、ＳＫ005土坑、ＳＫ014土坑より古い。ＳＸ006


用途不明遺構との新旧は不明である。また、外延溝とＳＫ002土坑、ＳＸ006用途不明遺構とが重複し、


本建物跡外延溝が古い。


【新竪穴部・構造】


平面形はほぼ正方形を呈する。壁長は、北西壁が492cm、北東壁470cm、南東壁523cm、南西壁が494


cmである。壁間長は、南西－北東壁間で420cm、北西－南東壁間で386cmである。北西壁の一部はＳＫ


014土坑と重複しているため削平されている。確認面からの深さは、南西壁で45cm、北東壁約60cm、


北西壁で55cmである。壁溝は南東壁のカマド部分を除いて一周する。幅13～35cm、深さ16～29cmであ


る。壁溝はカマド煙道部の下位に掘りこまれていないことから、新竪穴部の構築当初から壁溝が意図


的に掘られていなかったとおもわれる。


床面は、旧竪穴部の床面の一部やⅣ層を掘り込んだ後に貼床が施され、ほぼ平坦に仕上げられてい


るが、Ⅳ層をそのまま床面にしているところも一部ある。ピットは壁溝内に８基検出され、すべて柱


穴と考えられる(ピット１～８)。竪穴部のコ－ナ－や壁に沿う柱穴で壁板と組み合わされるものと考


えられる。１と２、４と５はほぼ同じ位置で重複することから建て替えによるものであると思われる。


カマドは南西壁の中央からいく分西側に片寄った位置に構築されている。煙道の一部と煙出部は地南


側の調査区域外に位置しているため、全容は不明である。また煙道部の北側は、一部を削平したため、


土層ベルト部分で確認した。


袖部は残存状態が悪く、南東部に一部が残存しており、灰白色粘土を主体に造られている。芯材は


礫を用いており、南東側では直径53cmの楕円形のもの１点と、直径約30cmのものが、南西側は煙道部


に近い所に直径18cmと20cmの礫２点が検出された。火床面は長軸82cm、短軸45cmの不整形を呈する。


厚さ約２cmで被熱している。


北東側の床面から北東から南東へ延びる溝を検出した。幅14～23cm、深さ15～20cmを測る。拡張に


伴う溝とも考えられるが、南東へ向かってごくわずかであるが下ること、溝底面のレベルが南東壁に


沿う壁溝ほぼ同じであること、壁溝と外延溝の溝底面のレベルが同じであることから、竪穴部の排水
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のために掘られた溝であると推定される。


【新竪穴部・堆積土】


15層に分層した。暗褐色土を主体とする。第５層から直径約８cm～45cmの円礫や不定形な礫が多く


出土した。多くは自然礫であるが、中には縄文時代のものとおもわれる石皿(図29－１)や磨り石(図2


9－２)も含まれ、人為的に廃棄された可能性が高い。第７層下には被熱し赤化した層がある。北西か


ら南東に広がる。床面は被熱していないが、被熱した層と床面との間に一部でごく薄く灰層や炭化物


層がある。火災によるものである可能性が高い。


【新竪穴部・出土遺物】


第５層から須恵器の坏(図27－１)が1点、縄文時代のものとおもわれる石皿(図29－１)と磨り石(図


29－２)が出土している。その他、覆土中から縄文時代後期の土器破片(図30－４～22，図31－１～1


1)と石鏃(図30－２)、石匙(図30－１)などが出土している。図示以外の床面出土遺物は、縄文土器片


18点、土師器片２点、貼床土出土遺物は、縄文土器片12点、土師器片８点である。


【旧竪穴部・構造】


平面形はほぼ正方形を呈する。南東壁を除く、３壁を検出した。壁長は、南西壁348cm、北西壁367


cm、300cmで、壁間長は、南西－北東壁間で291cmである。壁溝は南西壁の一部と北東壁にある。幅８


～14cm、深さ６～12cmである。ピットは北東壁から３基検出し、すべて竪穴部のコ－ナ－や壁に沿う


柱穴で壁板と組み合わされるものであると思われる。床面は新竪穴部により削平をうけている。残存


する床面はⅣ層を掘り込んでつくられている。カマドは検出されなかった。新竪穴部は、南東壁を基


準とし、３方向に拡張したと推定される。


【旧竪穴部・堆積土】 残存しない。


【旧竪穴部・出土遺物】 なし。


ＳＩ００１ＳＤ０１（建物跡付属外延溝）


【外延溝・構造】


新竪穴部の東コ－ナ－寄りで南東へ向かってほぼ直線的に延びる。調査時には別の遺構(ＳＤ022溝


跡)として精査を進めた。しかし外延溝の底面と新竪穴部の壁溝と底面のレベルがほぼ同じであるこ


と、新竪穴部の床面で検出された溝と南東壁溝をはさんでほぼ直線状につながることから新竪穴部に


ともなう外延溝であると判断した。幅15～43cm、深さ24～45cmで、西から東へ向かって緩やかに傾斜


しており、その比高差は14cmである。外延溝が延びる斜面は埋没谷へ続くため、竪穴部から排水する


ための溝である可能性が高い。


【外延溝・堆積土】


３層に分層した。自然堆積と推定される。


【外延溝・出土遺物】


土師器破片(図30－13)、縄文時代後期の土器破片(図31－14～18)、剥片(図示なし)が出土している。


(伊藤 由美子)
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ＳＩ００２建物跡（図５～６，31・写真８，29）


【概 要】


本建物跡は、エリア１のグリッドⅠＴ－120・121に位置する。埋没谷へ向かう斜面に立地する。Ｓ


Ｉ001建物跡と重複し、本建物跡が古い。


【構 造】


ＳＩ001建物跡に削平され、また南西側は調査区域外であるため、全体形は不明である。残存する


規模は、南東壁で198cm、北東壁で35cmである。南東壁の深さは21cmである。東コ－ナ－で幅11～25c


m、深さ10cmの壁溝を検出した。床面はⅣ層を掘りこんだ後貼床され、ほぼ平坦に仕上げられている。


カマドは南東壁の東寄りに位置する。カマド本体の遺存状態は良い。袖は灰白色粘土を主体として


作られ、東側の袖には直径27cmの円礫が芯材として使われている。燃焼部は幅42cm、奥行き59cmで、


中央よりやや東寄りに火床面を確認した。火床面はＳＩ001建物跡により北側が削平されている。残


存する規模は、長軸34cm、短軸33cmである。煙道部は地下式の構造である。煙道の長さは80cmで、ゆ


るやかに立ち上がる。煙出し孔は壁から80cm離れており、直径は40cm、深さ22cmである。


【堆積土】


９層に分層した。いずれの層にもⅣ層に由来する灰白色粘土が含まれる。焼土粒、炭化物も含まれ


ていることから、人為堆積の可能性がある。


【出土遺物】


覆土中から縄文土器、土師器片(図31－19～21)等が出土している。


(伊藤 由美子)


ＳＩ００３建物跡（図７，31・写真８，29）


【概 要】


本建物跡は、エリア２のグリッドⅡＤ－130に位置する。削平を受けているため全容は不明である


が、竪穴部と掘立柱部の一部を検出した。


【竪穴部・構造】


削平されているため、全体形は明らかでないが、平面形はほぼ方形を呈するものと思われる。南東


壁の一部と北東壁が残存する。残存する部分の規模は北東壁630cm、南東壁205cmである。壁溝は南東


壁と北東壁の東寄りの一部で検出した。幅15～35cm、深さ11～18cmである。床面は所々削平されてお


り、残存する床面は貼床を施し、ほぼ平坦である。


【竪穴部・堆積土】


床面直上の第１層のみが残存する。黒褐色土を主体とする。自然堆積と推定される。


【竪穴部・出土遺物】


第１層及び底面から土師器の坏１点(図31－22)と甕の口縁部(図31－23～24)や底部(図31－25)等が


出土している(図31－23～25)。また壁溝内から台付土器の台部(図31－27)が出土している。


【掘立柱部・構造】


残存状況が悪く、全体は不明である。ピット１～３が該当するものと思われる。


(伊藤 由美子)
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ＳＩ００４建物跡（図８，32・写真９～10，29）


【概 要】


本建物跡は、調査区エリア１のグリッドⅠＱ－120他に位置する。ＳＤ023とＳＤ024、ＳＸ005と重


複し、いずれの遺構よりも古い。竪穴部のみの構造と推定されるが、平面の半分以上が調査区域外


(現道の下)にあることから、正確な全体構造は不明である。


【構 造】


平面の北側半分以上が調査区域外にあるが、ほぼ正方形を呈するものと推定される。西壁はＳＤ02


3、ＳＤ024に破壊され、遺存状況が不良である。壁長は、南壁が362cm、検出長で西壁が137cm、東壁


が150cmを測る。東西の壁間長は370cmである。東壁と南壁東側の一部には壁溝が残存し、幅は15～18


cm、深さは15～21cmを測る。壁溝の確認面には、腰板の痕跡がみられた。


床面は新古の２枚が認められ、古段階は掘方に５～20cmの厚さの貼床(第■１～■２層)を施し、新


段階ではその上面に５～７cmの厚さの貼床(第●１層)を施している。新古の両床面とも、ほぼ平坦に


仕上げられている。新段階の確認面から床面までの深さは、平均15cm、古段階の確認面から床面まで


の深さは、平均17cmを測る。これら新古の両床面とも、東側では地山をそのまま床面としている。


ピットは２基(Pit01～02)検出され、これらはその平面的位置より、主柱穴であると考えられる。


いずれも上端平面形が歪んでいるが、Pit01は下端では直径13cmほどの小円形、Pit02は35cm前後の大


円形を呈している。Pit01の下端径は柱の径に近い可能性がある。両ピットの深さは、Pit01が床面か


ら最深部で40㎝、Pit02は床面から44㎝を測る。


カマドは東壁の南側に構築されており、新古の２段階が検出されている。新段階のカマドは、調査


区際に位置しているため、右ソデの一部が検出されたのみで、古段階のカマドは、本建物跡の居住者


により削平され、火床面(径約20cm)が残存しているのみである。また、Pit01によりその約半分が欠


失している。


両カマドとも煙道部～排煙部までの検出はみられなかったが、これはＳＤ023等の、後の遺構に削


平された結果であると考えられる。なお、古段階のカマド前方には、床下に壁溝が認められるのに対


し、新段階のカマド前方には壁溝が認められない。このことより、古段階のカマド前方にみられる壁


溝は、新段階のカマド構築時に掘り込まれたものである可能性が推定される。


【堆積土】


竪穴部の堆積土は６層に分層した。暗褐色土を主体とし、基本的には水平な堆積ラインを呈してい


る。第２層は白頭山－苫小牧火山灰(B‑Tm)主体の層である。このことから、本建物跡は白頭山－苫小


牧火山灰(B‑Tm)以前の構築と推定される。


【出土遺物】


覆土から土師器・須恵器・縄文土器の細片、壁溝覆土から縄文土器片、Pit02覆土から土師器片・


鉄製品、床面から土師器・須恵器片、貼床土から土師器片が出土している。他の建物跡に比べ、縄文


土器の混入率は低く、土師器片が多い。図32－１のロクロ小型甕と５，６の須恵器は床面から、図32


－８の棒状の鉄製品はPit02覆土からの出土である。


図示資料以外の床面出土遺物は、土師器の小片３点のみである。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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ＳＩ００５建物跡（図９～10，32・写真10～12，29～30）


【概 要】


本建物跡は、調査区エリア１のグリッドⅠＲ－117、ⅠＲ－118他に位置する。ＳＸ010、Pit0137、


Pit0232、Pit0239と重複し、ＳＸ010、Pit0137、Pit0232よりは古く、Pit0239よりは新しい。ＳＸ01


0とPit0137は、本建物跡の覆土上層に構築されているものであるため、本建物跡の平面形に影響は及


んでおらず、遺存状況は全般に良好である。


竪穴部のみの構造と推定されるが、平面の南側半分以上が調査区域外にあることから、正確な全体


構造は不明である。床面に新、中、古の３段階、カマドに新古の２段階が認められる。


【構 造】


平面の約半分以上が調査区域外にあるが、ほぼ正方形を呈するものと推定される。壁長は、北壁が


432cm、検出長で西壁が96cm、東壁が144cmである。東西の壁間長は、440cmを測る。


床面は新段階、中段階、古段階の３枚が認められ、古段階の床面は掘方に16cm前後の厚さの貼床


(第◆１層)を施しており、中段階はその上面に８cm前後の厚さの貼床(第■１～■４層)、新段階では


さらにその上面に16cm前後の厚さの貼床(第①～⑥層)を施している。古段階の床面は、一部で地山を


そのまま床面としている。いずれの床面も、ほぼ平坦に仕上げられている。確認面から床面までの深


さは、新段階で24cm前後、中段階で40cm前後、古段階で48cm前後である。


古段階では、東壁際～新段階カマド燃焼部下にかけて壁溝が構築されており、古段階における東西


の壁間長は、400cmを測る。コーナー付近には柱穴状のピットがみられ、新段階における柱穴と考え


られるピットは検出されなかった。これらの古段階壁溝と古段階ピットは、中段階における床面構築


時に埋め戻されている。また、本建物跡の北西には後述するＳＩ005ＳＫ01が検出されているが、こ


れは新段階の床面を壊して掘りこまれた後、第①層で再び埋め戻されている。さらに、後述するＳＩ


005ＳＸ02も新段階の床面構築時に埋め戻されている。


このように、本建物跡では屋内における付属遺構と床面との複雑な前後関係が認められるとともに、


改修を加えながら長期使用された可能性がうかがわれる。


カマドは北壁の東端に構築されている。造り替えが行われており、新古の２段階が確認されている。


新段階カマドの火床面は32×44cm程度残存しており、燃焼部の内壁幅は推定で60～70㎝である。火


床面中央から排煙部までの長さは186cmを測り、煙道部～排煙部までの壁外長は約50cmである。燃焼


部(ソデ)、煙道部、排煙部とも黄橙色系の粘土で構築されており、内壁は被熱により赤化している。


左ソデはやや西方向に曲がって構築されているが、本カマドが北壁の東端に構築されていることと


関連があるものと推定される(作業時における居住者の体勢と関連している可能性がうかがわれる)。


排煙部の内壁には板状礫が垂直に立てられている。煙の流れの制御や排煙部の補強等のために設置


されたものかと推定される。このほか、手前に３点の板状礫も出土しているが、これらも本来は排煙


部内壁に立てられていた可能性がある。排煙部の延長上には本カマド構築時に伴う掘方が認められる。


掘方上面には焼けた粘土が乗り、排煙部外部東側にも粘土がみられる。


古段階カマドは、32×44㎝程度の火床面と両ソデの下底痕跡が残存しているのみで、新段階もしく


は中段階床面の構築時にほとんどが削平されている。


【内部付属遺構】ＳＩ００５ＳＫ０１、ＳＩ００５ＳＸ０１、ＳＩ００５ＳＸ０２が構築されている。


青埋報　第487集　赤坂遺跡


30







ＳＩ005ＳＫ01は、調査区域外にのびるため、全形は不明であるが、東西上端幅168cm、深さ60㎝を


測る隅丸方形(?)状を呈す土坑で、本建物跡北壁側の内壁面には奥行き28㎝ほどの円錐状の横方向掘


り込みが加えられている。


ＳＩ005ＳＸ01は、本建物跡北壁面に斜め下方向に掘り込まれた奥行き20㎝程度の小穴である。新


段階カマド左ソデの西脇に位置していることから、カマドと関連する遺構である可能性もある。


ＳＩ005ＳＸ02は、本建物跡東壁面にやや斜め下方向に掘り込まれた残存長軸長56㎝、短軸長40cm、


壁面からの奥行き20cmほどの土坑である。


【堆積土】


竪穴部の堆積土は大別２層(細別５層)に分層した。黒褐色土を主体とする。第２層はPit0137に切


られ、Pit0137の覆土には白頭山－苫小牧火山灰(B‑Tm)が含まれている。このことから、本建物跡は


白頭山－苫小牧火山灰(B‑Tm)以前の構築と推定される。


【出土遺物】


土師器・須恵器・鉄製品・礫石器・縄文土器・弥生土器・剥片が出土している。竪穴部出土遺物の


殆どは覆土からのもので、床面の出土遺物は全くみられない。貼床土の遺物は、古段階・中段階貼床


土には全く無く、新段階貼床土から図示以外で縄文土器５片、土師器１片が出土しているに過ぎない。


新段階貼床土出土の図32－17の手鎌は、中段階以前に本建物内で使用されたものである可能性がある。


ＳＩ005ＳＫ01の覆土からは縄文土器・弥生土器が出土している(図示以外では縄文土器１片)。


ＳＩ005ＳＸ01および、壁溝からの出土遺物は全くみられない。


ＳＩ005ＳＸ02の覆土からは、土師器・須恵器(図32－12～16)と焼土・焼成粘土塊が出土している。


図32－12，13の２個体の甕は、同一個体と思われるものであるが、個体が歪曲しているために１個体


として図化できなかったものである。これらはＳＩ005ＳＸ02内において、破片状態で散発的に出土


したものであり、出土時における個体としてのまとまりは全く認められなかった。焼土・焼成粘土塊


を含む土壌に紛れるように廃棄されていることから、古段階カマド廃絶時の一括廃棄品である可能性


がある。なお、図32－12には、新段階貼床土から出土した１片が接合している。また、図示していな


いが、ＳＩ005ＳＸ02の覆土からは、内面に籾痕が１個付いた土師器甕の胴部破片も出土している。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＩ００８建物跡（図11・写真12）


【概 要】本建物跡は、エリア１のグリッドⅠＲ・Ｓ－122に位置する。削平されているため、遺存


状態が悪い。また南東側は調査区域外であるため、全容は不明である。北西と北東の一部で壁が残存


し、その他は床面範囲のみを検出した。カマドは調査範囲内に存在しない。


【構 造】遺存状態が悪く全体形は不明であるが、平面形は方形を呈すると思われる。残存する壁長


は、北西壁で110cm、南西壁で108cmである。残存する北西壁の深さは25cmを測る。壁溝、ピットは検


出しなかった。床面はⅣ層を掘りこんでから貼床をほどこし(第①～④層)、ほぼ平坦に仕上げていた


と思われる。


【堆積土】削平により確認できなかった。


)子美由藤伊(。しな】物遺土出【
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２ 竪 穴 遺 構（ＳＨ）


ＳＨ００１竪穴遺構（図11，33・写真13，30）


【概 要】


本竪穴遺構は、エリア１のグリッドⅠＱ－117他に位置する。図化し忘れたPitとＳＫ025と重複し、


図化し忘れたPitよりは古く、ＳＫ025よりは新しい。


【構 造】


不正な長方形を呈し、壁長は、北壁が160cm、西壁が220cm、南壁が188cm、東壁が220cmである。確


認面から床面までの深さは、20cm程度である。底面は、ほぼ平坦に仕上げられている。


床面中央部には、炭化物を主とする硬化層が認められ、炉跡と推定されるが、焼土は伴っていない。


【堆積土】


竪穴部の堆積土は６層に分層した。黒褐色土を主体とする。


【出土遺物】


縄文土器(図33－１～７)、石鏃(図33－８)が出土している。いずれも覆土中からの出土である。図


示以外では、縄文土器の小片４点(早期?１点、円筒上層式?２点、後期後葉?１点)、剥片１点が出土


している。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＨ００２竪穴遺構（図12，33・写真14，30）


【概 要】


本竪穴遺構は、調査区エリア１のグリッドⅠＰ－118、ⅠＱ－118に位置する。ＳＫ019、ＳＫ026と


重複し、ＳＫ019、ＳＫ026のいずれよりも新しい。


【構 造】


長方形を呈し、壁長は、北壁が200cm、西壁が140cm、南壁が188cm、東壁が136cm、確認面から床面


までの深さは、20cm程度である。床は、厚さ６～10cmの貼床(第①～②層)を施し、ほぼ平坦に仕上げ


られている。


東壁側にはピットが１基(Pit01)と炭化物の集積層が検出されている。炭化物集積層は、床面から


ピットに流れ込むように堆積している。検出位置からみても、このピットは柱穴等ではなく、この炭


化物の生成に関わる何らかの施設である可能性がある。


【堆積土】


堆積土は黒褐色土を主体とし、４層に分層した。第２層には白頭山－苫小牧火山灰(B‑Tm)が含まれ


ている。


【出土遺物】


縄文土器・土師器・磨石が出土している。図33－9，11，13，14は床面出土である。また、第２層


以上の層からは、30点弱の礫が出土している。図示以外では、縄文土器片(中期・後期)８点、土師器


甕の胴部片２点であり、これらは図示を割愛した。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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３ 土 坑（ＳＫ）


ＳＫ００２土坑（図13・写真15）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＴ－121・122に位置する。ＳＩ001建物跡外延溝と重複し、本遺構


が新しい。


【構 造】平面形は、確認面では円形、底面も円形を呈する。規模は長軸133cm、短軸114cm、深さ31


cmを測る。底面は平坦で、断面は台形を呈する。


【堆積土】４層に分層した。暗褐色土を基調とする。自然堆積を主体と推定される。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＫ００３土坑（図13，33・写真15，30）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＲ－121に位置する。東側で後世の削平を受けている。


【構 造】平面形は、確認面では円形、底面は楕円形を呈する。残存する規模は160cm、短軸133cm深


さ25cmを測る。底面はやや凹凸があり、すり鉢状を呈する。


【堆積土】６層に分層した。暗褐色土を基調とし、第１層から第３層まで黄褐色粘土ブロックを含む。


自然堆積と推定される。


【出土遺物】覆土中より縄文土器破片(図33－15，16)が出土している。


(伊藤 由美子)


ＳＫ００４土坑（図13・写真15）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＳ－120に位置する。ＳＩ001建物跡と重複し、本遺構が新しい。西


側を構成の削平を受けている。


【構 造】平面形は、確認面で不定形な円形、底面で楕円形を呈する。残存する規模は、長軸170cm、


短軸144cm、深さ42cmを測る。底面は凹凸が目立つ、断面は台形を呈するとおもわれる。


【堆積土】５層に分層した。後世の樹木の根により中央が攪乱されている。暗褐色土を基調とし、自


然堆積と推定される。


【出土遺物】なし


(伊藤 由美子)


ＳＫ００５土坑（図13・写真15，30）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＴ－121に位置する。ＳＩ001建物跡、ＳＩ002建物跡と重複し、本


遺構が最も新しい。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともに楕円形を呈する。規模は63cm、短軸50cmを測る。底面はほ


ぼ平坦でＵ字形を呈する。


【堆積土】２層に分層した。黒褐色土を主体とし、自然堆積によるものと推定される。


【出土遺物】第１層から羽口(写真30 )子美由藤伊(。るいてし土出が)⑦－
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ＳＫ００７土坑（図15，33・写真16，30）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＤ・ⅡＥ－131に位置する。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともに楕円形を呈する。規模は、長軸150cm、短軸97cm、確認面


からの深さ38cmを測る。底面はやや凹凸があり、断面はすり鉢形を呈する。


【堆積土】７層に分層した。暗褐色を基調とする。第１～第３層は炭化物粒、ロ－ムブロックを含み


人為堆積と推定される。


【出土遺物】第１層上面で土師器の甕(図33－22)が出土した。


(伊藤 由美子)


ＳＫ００９土坑（図14，33・写真30）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＥ－133に位置する。ＳＸ001用途不明遺構と重複し、本遺構が古い。


北東側が調査区域外にある。


【構 造】平面形は、確認面で楕円形を、底面で不定形な円形を呈する。残存する規模は長軸100cm、


短軸63cm、深さ37cmを測る。底面は丸みがあり、断面形はすり鉢形を呈する。


【堆積土】黒褐色土を基調とする。自然堆積と推定される。


【出土遺物】覆土中より縄文土器破片(図33－17)が出土している。


(伊藤 由美子)


ＳＫ０１０土坑（図14・写真16）


【概 要】エリア２のグリッドⅦＥ－132に位置する。ＳＸ001用途不明遺構と重複し、本遺構が古い。


【構 造】平面形は、確認面。底面とも楕円形を呈する。規模は、長軸83cm、短軸43cm、深さ22cmを


測る。底面はほぼ平坦で、断面は台形を呈する。


【堆積土】暗褐色を基調とし、自然堆積と推定される。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＫ０１１土坑（図15・写真16）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＤ－131に位置する。ＳＸ001用途不明遺構と重複し、本遺構が古い。


南側の一部が削平を受けている。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともに楕円形を呈する。残存する規模は、長軸135cm、短軸90cm


を測る。底面はほぼ平坦で、断面は台形を呈する。


【堆積土】４層に分層した。黒褐色土を基調とし、自然堆積と推定される。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)
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ＳＫ０１２土坑（図14）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＡ・Ｂ－126に位置する。ＳＤ005溝跡と重複し、本遺構が古い。


【構 造】ＳＤ005溝跡に削平され、全体形は明らかではないが、平面形は円形を呈すると思われる。


残存する規模は、長軸67cm、短軸38cm、深さ約20cmを測る。底面はほぼ平坦で、断面は台


形を呈すると思われる。


【堆積土】単層で暗褐色土を主体とする。自然堆積と推定される。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＫ０１３土坑（図14）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＡ－126に位置する。ＳＤ005溝跡と重複し、本遺構が古い。


【構 造】ＳＤ005溝跡に削平され、全体形は明らかではないが、楕円形を呈すると思われる。残存


する規模は、長軸70cm、短軸45cm、深さ28cmを測る。


【堆積土】単層で暗褐色土を主体とする。自然堆積と推定される。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＫ０１４土坑（図13，34・写真15，30）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＳ－120・121に位置する。ＳＩ001建物跡と重複し、本遺構が新し


い。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともに不定形な円形を示す。規模は長軸205cm、短軸133cm、深さ


28cmを測る。底面は丸みがあり、すり鉢形である。


【堆積土】２層に分層した。暗褐色土を基調とする。第１層に白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)が粒状に


混入している。


【出土遺物】鉄製品(図34－５)が1点出土した。


(伊藤 由美子)


ＳＫ０１７土坑（図13・写真16）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＱ・ⅠＲ－121に位置する。後世の攪乱により削平されているため、


残存が悪い。


【構 造】削平されているので全体形は明らかではないが、方形を呈するものとおもわれる。残存す


る規模は、長軸70cm、短軸28cm、深さ７cmを測る。底面は平坦で、断面は台形を呈する。


【堆積土】２層に分層した。にぶい黄褐色土を基調とし、自然堆積と推定される。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)
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ＳＫ０１９土坑（図12，34・写真17，30）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＱ－118に位置する。平面図を図化し忘れたPit、ＳＨ002、Pit0171


と重複している。図化し忘れたPit(断面図にはあり)よりは新しく、ＳＨ002よりは古い。Pi


t0171との新旧関係は不明である。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともに不正円形を呈し、規模は、長軸113cm、短軸97cm、確認面


からの深さ27cmを測る。


【堆積土】４層に分層した。上層に黒褐色、中層に暗褐色、下層に黄褐色土が堆積している。


【出土遺物】第４層の上面に、後期後葉の完形個体(図34－４)が斜めに倒立して出土した。ほかに、


覆土中から別個体の小片(図34－３)、写真30－⑧の礫等が出土した。図示以外では、後期


後葉の小破片２点と円筒上層式の小片１点が出土している。


【備 考】図34－４の土器の出土状態と本土坑の規模・形態よりみて、本土坑は土坑墓であり、この


土器は土壙墓に伴う副葬品であった可能性が高い。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２１土坑（図13，34・写真18，31）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＰ・ⅠＱ－117に位置する。Pit0184と重複し、本遺構が新しい。


【構 造】上端は不正楕円形、下端は楕円形を呈す。規模は、長軸102cm、短軸76cm、確認面からの


深さ40cmを測る。断面形は箱形を呈す。


【堆積土】３層に分層した。暗褐色土を基調とする。


【出土遺物】覆土より縄文土器(図34－６)が出土した。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２２土坑（図14・写真18）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＰ－117に位置する。他の遺構との重複はみられない。


【構 造】平面形は楕円形を呈す。規模は、長軸90 cm、短軸89cm、確認面からの深さ39cmを測る。


断面形は擂鉢状を呈す。


【堆積土】３層に分層した。第３層に黄褐色土ブロックを多く含む。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２３土坑（図14・写真18）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＲ－120に位置する。他の遺構との重複はみられない。


【構 造】平面形は不正円形を呈す。規模は、長軸67cm、短軸62cm、確認面からの深さ11cmを測る。


断面形は逆台形状を呈す。


【堆積土】２層に分層した。


【出土遺物】第１層の上面に礫が２点出土した。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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ＳＫ０２４土坑（図14，34・写真18，31）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＲ－120に位置する。ＳＫ033と重複し、新旧関係は不明である。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともに不正円形を呈し、規模は、長軸98cm、短軸88cm、確認面か


らの深さは20cmを測る。


【堆積土】２層に分層した。上層に暗褐色、下層に黒褐色土が堆積している。


【出土遺物】底面および壁面から７点の礫、第２層から縄文土器(図34－７，８，９)が出土した。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２５土坑（図14，34・写真19，31）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＱ－117に位置する。ＳＨ001と重複し、本遺構が古い。


【構 造】規模は、長軸検出長67cm、短軸53cm、確認面からの深さ13cmを測る。


【堆積土】２層に分層した。暗褐色土を基調とする。


【出土遺物】覆土より礫が２点、第１層から縄文土器(図34－10)が出土した。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２６土坑（図14・写真19）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＰ－118に位置する。ＳＨ002下に検出され、本遺構が古い。


【構 造】ＳＨ002により西壁が一部欠失している。規模は、74cm×52cm(推定)、確認面からの深さ2


2cmを測る。断面形は逆台形状を呈す。


【堆積土】セクション図は作成しなかった。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２７土坑（図12・写真19）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＲ－119・ⅠＲ－120に位置する。上部が大きく攪乱されている。


【構 造】規模は、53cm×40(推定)cm、確認面からの深さ18cmを測る。断面形は皿状を呈す。


【堆積土】２層に分層した。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０２８土坑（図12・写真19）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＯ－117に位置する。他の遺構との重複はみられない。


【構 造】平面形はやや不正な楕円形を呈す。規模は、長軸64cm、短軸43cm、確認面からの深さ22cm


を測る。


【堆積土】２層に分層した。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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ＳＫ０２９土坑（図15・写真19）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＲ－119に位置する。他の遺構との重複はみられない。


【構 造】上端、下端とも不正な楕円形を呈し、規模は、69cm×60cm、確認面からの深さ12cmを測る。


断面形は箱形を呈し、底面には凹凸がみられる。


【堆積土】分層されなかった。黒褐色土を基調とする。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０３２土坑（図15）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＳ－119、調査区域際に位置する。ＳＸ010下に検出され、本遺構が


古い。


【構 造】調査区域外にのびるため、全体形状は不明である。平面図の作成を忘れたたため、図は、


写真等より推定復元したものである。検出された範囲における推定規模は、検出幅64cm、


20cmである。確認面からの深さは24cmを測る。


【堆積土】３層に分層した。明黄褐色土を基調とする。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０３３土坑（図14・写真18）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＲ－120に位置する。ＳＫ024と重複し、新旧関係は不明である。


【構 造】規模は、長軸64cm、短軸44(推定)cm、確認面からの深さ30cmを測る。


【堆積土】セクション図は作成しなかった。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＫ０３４土坑（図15，34・写真19，30）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＯ－116・ⅠＰ－116他に位置する。Pit1607と重複し、新旧関係は


不明である。


【構 造】平面形は、確認面、底面ともにほぼ円形を呈し、断面形は皿状を呈す。規模は、長軸256


cm、短軸246cmと大型である。確認面からの深さは18cmを測る。


【堆積土】２層に分層した。黒褐色土を基調とする。


【出土遺物】第２層から石器(図34－1)、土師器(図34－2)が出土した。図示以外の資料では、円筒上


層式を主とする縄文土器９片、土師器３片が出土している。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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４ 溝 跡（ＳＤ）


溝跡については、一覧表にまとめ、主要と思われるものについてのみ文章記述した。


ＳＤ００７溝跡（図18）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＡ～Ｃ－125・126に位置する。埋没谷、ＳＤ005溝跡と重複し、Ｓ


Ｄ005溝跡、埋没谷より新しい。


【構 造】削平されているため、全体形は不明であるが、北西から南東へほぼ直線状に延びると推定


される。残存する規模は、長さ1050cm、幅57cm～94cm、深さ20～30cmである。底面はほぼ


平坦で、断面形は台形である。


【堆積土】暗褐色土を主体とする。自然堆積と推定される。


【出土遺物】グリッドⅡＡ－125から破損した土製の管が溝に沿って置かれた状態で出土した。直径


約40cm、残存する長さ約70cm、厚さ約10cmである。器面は茶褐色で、堅く焼成し、表面に


釉がかかっているものである。(資料の取り上げは行わなかった。)


(伊藤 由美子)


ＳＤ０２３溝跡（図19・写真22）


【概 要】現道の脇に検出された。エリア１のグリッドⅠＰ－119他に位置する。ＳＩ004、ＳＤ024、


ＳＸ005、Pit0172と重複し、ＳＩ004、ＳＤ024よりも新しく、ＳＸ005よりも古い。Pit01


72との新旧関係は不明である。ＳＸ005の精査完了後、掘り下げをきつく行ったため、平


面形の多くを失ってしまった。


【構 造】調査区域外にのびているため、全体形状は不明であるが、規模は、検出長1.15ｍ、推定幅


約80cm、確認面からの深さは、30cm前後を測る。断面形は皿状と推定される。


【堆積土】調査区壁面に現れたセクションでは、上下２層に分層したが、大きくみると暗褐色土(第


２層)の単一層と言える。この第２層は、南壁側において、上端ラインの外にも広く水平


堆積している。


【出土遺物】なし。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＤ０２４溝跡（図19，34・写真22，31）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＰ－119他に位置する。ＳＩ004、ＳＤ023、ＳＸ005、Pit1594と重


複し、ＳＩ004よりも新しく、ＳＤ023、ＳＸ005よりも古い。Pit1594との新旧関係は不明。


【構 造】調査区域外にのびているため、全体形状は不明であるが、規模は、検出長6.95ｍ、幅58cm


前後、確認面からの深さは、35cm前後を測る。断面形は皿状と推定される。


【堆積土】暗褐色土の単一層である。


【出土遺物】確認面から小型５銭白銅貨(図34－18、出土位置は図19セクションにあり)が出土している。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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溝跡（ＳＤ）一覧表


溝 跡 写 係関複重模規 調


図 検出位置 長さ 幅 深さ 底面傾斜 本遺構 本遺構 新 旧 出 土 遺 物 査
番 号 真 者明不新りよ古りよ)㎝()㎝()ｍ(


SD001 16 20 ⅠR‑120他 (7.6) 40 8 北東→南西 － － － － 伊藤


SD002 17 20 ⅡG‑135他 (1.08) 37 12 計測不可 － － － － 伊藤


ⅡB‑129
SD003 16 － (6.23) (30) 16 南東→北西 SX001 － － － 伊藤


ⅡC‑130他


110KS031‑CⅡ
SD004 17 20 (2.75) 42 4 南東→北西 － － － 伊藤


100XS他131‑DⅡ


700DS210KS621‑AⅡ
SD005 17 21 (器土－西南→東北1103)64.3( 図34‑11,12) 伊藤


200XS310KS621‑BⅡ


ⅠT‑125
SD006 17 21 (3.6) 52 17 南東→北西 － － － － 伊藤


ⅡA‑125


ⅡB‑126
SD007 18 － 藤伊管土－－500DS東南→西北0329)54.01(


ⅡC‑126他


SD008 17 21 ⅠS‑123 (2.35) 30 16 西→東 － － － － 伊藤


ⅡA‑121 土師器・縄文土器・剥片
SD009 16 21 (8.13) (67) 78 北西→南東 － － － (図34‑13～16)、 伊藤


ⅡA‑122他 図示以外土師器１点


SD010 17 21 ⅡB‑125 (1.75) 85 18 南東→北西 － － － － 伊藤


ⅠS‑122
SD012 17 22 (3.23) 43 19 北東→南西 － － － － 伊藤


ⅠS‑123他


Pit0200 土器(図34‑17)
SD014 16 22 野茅－－東南→西北610669.1611‑QⅠ


Pit1598 (写真31‑②,③)


SI004
SD023 19 22 ⅠP‑119他 (1.15) (80) (30) 計測不可 SX005 Pit0172 － 茅野


SD024


SD023
SD024 19 22 ⅠP‑119他 (6.95) 57 (35) 南東→北西 SI004 Pit1594 銭貨(図34‑18・写真31) 茅野


SX005


ⅡB‑125 縄文土器(図34‑19～23)､
SD026 18 22 (5.7) 80 15 北東→南西 － Pit0016 － 図示以外縄文土器６点、 伊藤


ⅡC‑125 土師器４点


（木 村 高）


５ 柱穴・小穴（Pit） （図20，24～25，35・写真31～32）


柱穴・小穴から出土した遺物や他の遺構との新旧関係については、次ページ以降の一覧表にまとめ


た。土色の記載は割愛した。


グリッドライン116以西の、今回報告の範囲から検出された柱穴・小穴の総数は183個である。


エリア１のＳＩ001、ＳＩ004、ＳＩ005の各建物跡、ＳＨ001、ＳＨ002の各竪穴遺構の付近に数多


く検出されている。出土遺物は縄文土器の破片が主体で、ほかに弥生土器１点(Pit0082)、土師器１


点(Pit0083)がみられる。


出土遺物の有無にかかわらず、これらの柱穴・小穴の殆どは、厳密には時期不明と言わざるを得な


いが、近代以降の新しい時期のものが全く出土していないことと、エリア１の建物跡付近に集中して


いる点などより推定して、多くは平安時代のものである可能性が高いと思われる。


なお、今回報告の範囲に検出された柱穴・小穴群から抽出した掘立柱建物跡・塀(柵)跡については、


『赤坂遺跡Ⅱ』で報告の予定である。


(木 村 高)
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柱穴・小穴 一覧表（１）


図 Pit番号 位　置
深さ 
(cm)


Pitより Pitより 
古 新


新旧不明 出　土　遺　物　・　備　 考


図20 Pit0004 ⅡＥ‑133 13.6 ＳＸ001


図20 Pit0009 ⅡＦ‑133 11.2


図20 Pit0010 ⅡＦ‑133 28.0


図20 Pit0011 ⅡＧ‑134 8.7


図20 Pit0012 ⅡＦ‑135 11.2


図20 Pit0013 ⅡＦ‑134 4.6


図20 Pit0014 ⅡＦ‑134 16.0


図20 Pit0244 ⅡＥ‑133 62.6


図24 Pit0019 ⅠＱ‑121 23.0


図24 Pit0020 ⅠＱ‑121 33.3


図24 Pit0031 ⅠＲ‑118 40.2


図24 Pit0032 ⅠＲ‑118 30.0


図24 Pit0033 ⅠＲ‑118 15.0


図24 Pit0034 ⅠＲ‑118 )31‑53図(器土6.62


図24 Pit0035 ⅠＲ‑118 9.4


図24 Pit0036 ⅠＲ‑118 10.1 Pit0074


図24 Pit0037 ⅠＱ‑118 31.9 Pit1602 柱痕?あり


図24 Pit0038 ⅠＱ‑118 15.1


図24 Pit0039 ⅠＱ‑118 )④‑13真写()11‑53図(器土1.92


図24 Pit0040 ⅠＱ‑118 28.7 柱痕あり


図24 Pit0041 ⅠＱ‑118 23.1


図24 Pit0042 ⅠＱ‑118 26.9


図24 Pit0043 ⅠＰ‑118 )⑤‑13真写()21‑53図(器土0.14 ＳＨ002


図24 Pit0044 ⅠＱ‑117 17.9


図24 Pit0045 ⅠＱ‑117 6.0


図24 Pit0046 ⅠＰ‑117 20.7


図24 Pit0047 ⅠＰ‑117 23.4


図24 Pit0048 ⅠＰ‑117 32.5


図24 Pit0049 ⅠＰ‑117 28.7


図24 Pit0050 ⅠＰ‑117 )51‑53図(器土5.42


図24 Pit0051 ⅠＰ‑117 9.8


図24 Pit0052 ⅠＰ‑117 9.1


図24 Pit0053 ⅠＯ‑117 21.7


図24 Pit0054 ⅠＯ‑117 35.7


図24 Pit0055 ⅠＱ‑116 17.1


図24 Pit0056 ⅠＱ‑116 9.0


図24 Pit0059 ⅠＱ‑116 24.1 しまりなし


図24 Pit0060 ⅠＱ‑116 23.1


図24 Pit0061 ⅠＰ‑116 )71‑53図(器土1.32


図24 Pit0066 ⅠＲ‑120 19.6


図24 Pit0067 ⅠＳ‑120 19.2


図24 Pit0068 ⅠＳ‑120 5.2


図24 Pit0069 ⅠＳ‑120 7.3


図24 Pit0070 ⅠＳ‑120 7.7


図24 Pit0071 ⅠＱ‑118 25.2 ＳＨ002 土器(図35‑16)


図24 Pit0072 ⅠＱ‑117 22.7 ＳＨ001


図24 Pit0073 ⅠＱ‑118 29.7


図24 Pit0074 ⅠＲ‑118 65.1 Pit0036 柱痕あり


図24 Pit0075 ⅠＲ‑118 30.1


図24 Pit0076 ⅠＲ‑118 19.2


図24 Pit0077 ⅠＱ‑118 )⑪～⑥‑13真写()91･81‑53図(器土2.72


図24 Pit0078 ⅠＲ‑118 30.0 ＳＸ010 柱痕あり


図24 Pit0079 ⅠＱ‑118 14.7 Pit0080 炭化物


図24 Pit0080 ⅠＱ‑118 22.0 Pit0079


図24 Pit0081 ⅠＲ‑119 32.9 柱痕?あり


図24 Pit0082 ⅠＲ‑119 りあ痕柱　)02‑53図(器土4.34


図24 Pit0083 ⅠＲ‑119 りあ痕柱　)12‑53図(器土2.35


図24 Pit0084 ⅠＲ‑119 41.6


図24 Pit0085 ⅠＲ‑119 )22‑53図(器土0.63


図24 Pit0086 ⅠＲ‑119 33.6


図24 Pit0087 ⅠＲ‑119 21.0


図24 Pit0088 ⅠＲ‑119 21.7
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柱穴・小穴 一覧表（２）


図 Pit番号 位　置
深さ 
(cm)


Pitより Pitより 
古 新


新旧不明 出　土　遺　物　・　備　 考


図24 Pit0090 ⅠＲ‑119 12.6


図24 Pit0091 ⅠＲ‑119 18.2


図24 Pit0092 ⅠＲ‑119 18.9 Pit0107


図24 Pit0093 ⅠＲ‑119 47.2


図24 Pit0094 ⅠＲ‑119 12.5


図24 Pit0095 ⅠＲ‑119 22.0


図24 Pit0096 ⅠＲ‑119 18.5


図24 Pit0097 ⅠＲ‑119 22.7


図24 Pit0098 ⅠＲ‑119 15.0


図24 Pit0099 ⅠＲ‑119 17.5


図24 Pit0100 ⅠＲ‑119 16.5 しまりなし


図24 Pit0101 ⅠＲ‑119 15.7


図24 Pit0102 ⅠＲ‑119 8.0


図24 Pit0103 ⅠＲ‑119 )42･32‑53図(器土0.32


図24 Pit0104 ⅠＲ‑119 8.7


図24 Pit0106 ⅠＲ‑119 15.7


図24 Pit0107 ⅠＲ‑119 16.4 Pit0092


図24 Pit0108 ⅠＲ‑119 36.0


図24 Pit0109 ⅠＱ‑119 9.1


図24 Pit0110 ⅠＱ‑119 14.0


図24 Pit0111 ⅠＱ‑119 27.9 Pit0116


図24 Pit0112 ⅠＱ‑119 17.4


図24 Pit0113 ⅠＱ‑119 )52‑53図(器土3.72


図24 Pit0114 ⅠＱ‑119 27.2 しまりなし


図24 Pit0115 ⅠＱ‑119 7.0 Pit0118


図24 Pit0116 ⅠＱ‑119 24.5 Pit0111


図24 Pit0117 ⅠＱ‑119 )62‑53図(器土0.34


図24 Pit0118 ⅠＱ‑119 Pit0119 Pit0115 )③･②‑23真写()92～72‑53図(器土1.25


図24 Pit0119 ⅠＱ‑119 17.1 Pit0118 土器(図35‑30)(写真32‑①)


図24 Pit0120 ⅠＱ‑119 12.2


図24 Pit0121 ⅠＰ‑119 45.8


図24 Pit0122 ⅠＱ‑120 55.6 柱痕あり


図24 Pit0123 ⅠＱ‑120 10.2


図24 Pit0124 ⅠＱ‑120 15.0 底面に礎石?あり


図24 Pit0125 ⅠＱ‑117 34.3 柱痕あり


図24 Pit0126 ⅠＰ‑116 35.3


図24 Pit0127 ⅠＰ‑116 12.6


図24 Pit0128 ⅠＱ‑116 )13‑53図(器土2.11


図24 Pit0130 ⅠＱ‑118 12.9


図24 Pit0135 ⅠＰ‑116 21.7


図24 Pit0137 ⅠＲ‑117 15.8 入混)mT‑B(灰山火牧小苫‑山頭白500ＩＳ


図24 Pit0142 ⅠＱ‑120 18.8 ＳＩ004


図24 Pit0143 ⅠＲ‑118 20.9 ＳＸ010


図24 Pit0144 ⅠＲ‑118 9.1 ＳＸ010


図24 Pit0146 ⅠＱ‑118 25.5


図24 Pit0149 ⅠＱ‑118 28.3


図24 Pit0157 ⅠＱ‑118 18.9 りあ痕柱8510tiP


図24 Pit0158 ⅠＱ‑118 15.1 Pit0157 Pit0162 柱痕あり


図24 Pit0159 ⅠＱ‑118 17.5


図24 Pit0160 ⅠＱ‑118 18.8


図24 Pit0161 ⅠＰ‑116 35.7


図24 Pit0162 ⅠＱ‑118 11.2 Pit0158


図24 Pit0163 ⅠＰ‑116 37.1


図24 Pit0164 ⅠＱ‑117 24.8


図24 Pit0165 ⅠＰ‑118 32.2


図24 Pit0166 ⅠＱ‑118 11.5


図24 Pit0168 ⅠＰ‑116 24.9 Pit1600


図24 Pit0170 ⅠＳ‑119 19.6 ＳＸ010 図23にセクション図あり


図24 Pit0171 ⅠＱ‑118 43.0 ＳＫ019


図24 Pit0172 ⅠＰ‑119 37.7
ＳＤ023 
ＳＸ005


図24 Pit0184 ⅠＱ‑117 14.7 ＳＫ021
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柱穴・小穴 一覧表（３）


図 Pit番号 位　置
深さ 
(cm)


Pitより Pitより 
古 新


新旧不明 出　土　遺　物　・　備　 考


図24 Pit0193 ⅠＰ‑116 21.3


図24 Pit0195 ⅠＱ‑118 11.5


図24 Pit0196 ⅠＰ‑116 19.6


図24 Pit0197 ⅠＱ‑117 25.5


図24 Pit0198 ⅠＰ‑117 30.4


図24 Pit0199 ⅠＱ‑118 30.1


図24 Pit0200 ⅠＱ‑116 17.2 ＳＤ014


図24 Pit0201 ⅠＱ‑116 25.5


図24 Pit0202 ⅠＰ‑116 23.8


図24 Pit0223 ⅠＱ‑118 42.1


図24 Pit0231 ⅠＱ‑119 29.0


図24 Pit0232 ⅠＲ‑118 46.5 柱痕あり　白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)ﾌﾞﾛｯｸ状混入


図24 Pit0239 ⅠＲ‑118 74.5
ＳＩ005 
新ｶﾏﾄﾞ


図10にセクションあり（Ａ－Ａ′）


図24 Pit0245 ⅠＮ‑116 23.0


図24 Pit1039 ⅠＮ‑116 5.3


図24 Pit1592 ⅠＲ‑118 27.3


図24 Pit1593 ⅠＳ‑119 12.1 ＳＸ010


図24 Pit1594 ⅠＱ‑120 6.0 ＳＤ024


図24 Pit1595 ⅠＱ‑119 14.3


図24 Pit1596 ⅠＱ‑118 9.1


図24 Pit1597 ⅠＱ‑117 18.2


図24 Pit1598 ⅠＱ‑116 4.9 ＳＤ014


図24 Pit1599 ⅠＰ‑118 24.8


図24 Pit1600 ⅠＰ‑116 32.5 Pit0168


図24 Pit1601 ⅠＰ‑118 12.6


図24 Pit1602 ⅠＱ‑118 41.3 Pit0037


図24 Pit1606 ⅠＰ‑117 21.0


図24 Pit1607 ⅠＰ‑116 12.9 ＳＫ034


図24 Pit1611 ⅠＰ‑118 33.9


図24 Pit1612 ⅠＰ‑117 26.6


図24 Pit1630 ⅠＰ‑118 33.9 ＳＸ005


図24 Pit3030 Ⅰ0‑116 18.2


図24 Pit3034 ⅠＰ‑116 11.8


図24 Pit3040 ⅠＰ‑116 11.5


図24 Pit3044 ⅠＰ‑116 17.1


図25 Pit0001 ⅡＢ‑127 16.4


図25 Pit0002 ⅡＡ‑126 26.9 ＳＸ002


図25 Pit0003 ⅡＡ‑126 13.3 ＳＸ002


図25 Pit0005 ⅡＢ‑127 7.0


図25 Pit0006 ⅡＢ‑126 12.9


図25 Pit0007 ⅡＢ‑126 14.6


図25 Pit0015 ⅡＡ‑125 22.7 谷の堆積土に構築


図25 Pit0016 ⅡＢ‑125 8.0 ＳＤ026 石器(図35‑14)


図25 Pit0017 ⅠＴ‑123 22.8 谷の堆積土に構築


図25 Pit0018 ⅠＳ‑122 15.0 ＳＤ010


図25 Pit0021 ⅠＳ‑122 27.6


図25 Pit0022 ⅠＳ‑122 12.5


図25 Pit0023 ⅠＳ‑122 11.9 近世以降か


図25 Pit0024 ⅠＳ‑122 12.2


図25 Pit0025 ⅠＳ‑122 11.9 根痕の可能性あり


図25 Pit0026 ⅠＴ‑121 6.3 炭化物あり


図25 Pit0027 ⅠＴ‑121 し多材化炭)01‑53図(器土4.22


図25 Pit0028 ⅠＴ‑121 6.6 ＳＩ001ＳＤ01


図25 Pit0029 ⅠＴ‑123 21.0 谷の堆積土に構築


図25 Pit0030 ⅠＳ‑122 23.5 ＳＸ006


図25 Pit0062 ⅠＴ‑121 9.0 ＳＸ006


図25 Pit0063 ⅡＡ‑123 17.8 谷の堆積土に構築


図25 Pit0064 ⅡＡ‑123 13.6 谷の堆積土に構築


図25 Pit0065 ⅡＡ‑122 21.0 谷の堆積土に構築


図25 Pit0233 ⅠＴ‑121 11.2
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６ 用途不明遺構（ＳＸ）


ＳＸ００１用途不明遺構（図20，35・写真23，31）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＡ～Ｅ－129～134に位置する。基本層序Ⅰ層で、硬化面を検出した。


ＳＤ003溝跡、ＳＤ004溝跡、ＳＫ009土坑、ＳＫ010土坑、ＳＫ011土坑と重複する。ＳＤ0


03溝跡、ＳＤ004溝跡より古く、ＳＫ009土坑、ＳＫ010土坑、ＳＫ011土坑より新しい。


【構 造】東側が調査区域外にあたるため、全容は不明である。残存する硬化面の範囲は、長さ2210


cm、幅12～124cmである。硬化面は、暗褐色土を主体とし、ロ－ムを多く含み、全体にむ


らなく堅い。現在の道路と並行するため、古い道路跡である可能性が高い。


【堆積土】単層で基本層序Ⅰ層に由来する黒褐色土である。自然堆積と推定される。


【出土遺物】陶磁器(図35 )子美由藤伊(。るいてし土出が)９－


ＳＸ００２用途不明遺構（図21・写真23）


【概 要】エリア２のグリッドⅡＡ・Ｂ－126～128に位置する。３か所で硬化面を確認した。いずれ


も基本層序Ⅰ層に由来する黒褐色土が硬化し、軸が北西から南東へ向かって伸びているこ


とから、１つの遺構として精査した。


【構 造】いずれも北西から南東へ向かって伸びている。残存する規模は、長さ480cm～570cm、幅10


～80cmである。南東に位置する１条は、硬化面下がごく浅く溝状に掘りこまれている。深


さ３～12cm、底面はほぼ平坦で、断面はややＵ字形である。


【堆積土】硬化面の上には、基本層序Ⅰ層が堆積していた。


)子美由藤伊(。しな】物遺土出【


ＳＸ００３用途不明遺構（図21・写真23）


【概 要】エリア２のグリッドⅦＦ－132･133に位置する。表土除去後に硬化面を確認した。


【構 造】北西から南東に向かってほぼ直線状に延びる。残存する規模は、長さ235cm、幅30～50cm、


深さ30～80ｍである。


【堆積土】硬化面の上面は表土が堆積していた。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＸ００５用途不明遺構（図22・写真23）


【概 要】現道脇に検出された上下２面の硬化面である。調査区エリア１のグリッドⅠＯ－118、Ⅰ


Ｐ－119他に位置する。ＳＩ004、ＳＤ023、ＳＤ024と重複し、いずれの遺構よりも新しい。


【構 造】平面の多くが調査区域外にのびているため、全体形状は不明であるが、最大検出長は、19


ｍ12cm、最大検出幅は約１ｍである。上面の硬化面は表土下約40㎝のところで検出され、


第Ⅱ層を基盤とし、全面的に平坦である。下面の硬化面は、上面の硬化面下50㎝弱のとこ
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ろに形成されており、ＳＤ023、ＳＤ024の覆土を基盤としている。下面の硬化面は、全面


的に凹凸がみられ、上面の硬化面とは様相が異なる。


【堆積土】上面の硬化面と下面の硬化面の間の堆積土は３層に分層した。暗褐色土を主体とし、第３


層には小礫が濃集している。


【出土遺物】なし。


【備 考】現道の脇に検出されていることから、これら上下２面の硬化面は、現道の旧道跡であると


考えられる。第３層にみられる小礫は、この可能性を高める。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)


ＳＸ００６用途不明遺構（図21・写真23）


【概 要】エリア１のグリッドⅠＳ・ⅠＴ－121～123に位置する。表土除去後に硬化面を確認した。


ＳＩ001ＳＤ01建物跡外延溝と重複し、本遺構が新しい。ＳＩ001建物跡新竪穴部とも重複


していた可能性があるが、確認できなかった。


【構 造】北西から南東に向かってほぼ直線状に延びる。規模は長さ660ｍ、幅110～150ｍである。


基本層序第Ⅳ層に由来するロ－ムが全体にむらなく硬化していた。中央がわずかに凹む。


【堆積土】硬化面の上面には表土が堆積していた。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＸ００７用途不明遺構（図21）


【概 要】エリア１のグリッドⅡＡ－122に位置する。表土除去後に硬化面を確認した。


【構 造】不整形である。規模は長軸182cm、短軸108cmである。基本層序第Ⅰ層に由来する黒褐色土


が硬化している。


【堆積土】硬化面の上面には表土が堆積していた。


【出土遺物】なし。


(伊藤 由美子)


ＳＸ０１０用途不明遺構（図23）


【概 要】硬化面である。調査区エリア１のグリッドⅠＲ－118、ⅠＳ－119他に位置する。ＳＩ005


セクション中に本遺構の存在を確認した。ＳＩ005、ＳＫ032と重複し、両遺構より新しい。


【構 造】平面の多くが調査区域外にのびていため、全体形状は不明であるが、最大検出長は、19ｍ


20㎝、最大検出幅は60㎝である。表土下30～40㎝のところで検出され、全面的にやや凹凸


がみられる。ＳＩ005の上面では特に凹凸が激しい。


【堆積土】表土以下の堆積土は４層に分層した。黒色土を主体とする。


【出土遺物】なし。


【備 考】出土遺物が無く、時期は不明であるが、平安時代以降の道跡であると考えられる。


(木 村 高（調査：茅野嘉雄）)
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第２節 谷および谷からの出土遺物 （図25～26・写真24～25，32）


【位置・確認】調査区やや南東側のⅠＴ～ⅡＣ－122～125グリッドに位置し、調査区を東西に分断す


るように、北東から南西に向かって下る。長谷沢に向かう支谷のひとつであると思われる。確認面の


標高は北東の上流で約92.6ｍ、南東の下流で91.0ｍである。


【調査方法】南側での重機による試掘では深さ３ｍまで掘削したが、底面を検出できなかった。また、


堆積土下部で湧水がみられたため、全面を調査した場合、地盤の崩落などにより調査区北側の市道や


南側の農園に影響を及ぼす可能性があった。そのため、谷の中央部に幅約３ｍのトレンチを入れて調


査を進めたが、最下部では礫層がみられ、湧水が激しかったことから、それ以上の掘削はできなかっ


た。また、トレンチの壁面が崩落する可能性があり、安全対策のため確認面からの深さ約１ｍのとこ


ろで、幅約１ｍの平場を設けて階段状にした(図26の網掛け範囲。写真25参照。土層図では段差のところで分


層線が引かれ、あたかも不整合が形成されたような図になるが、実際はレンズ状に堆積していた。)。


【規 模】確認面での検出長11ｍ、上端での幅約12.4ｍ～12.6ｍである。トレンチにおける確認面か


ら礫層上面までの深さは1.7ｍ、断面はＵ字形で、礫層が谷の底面に相当すると思われる。


【堆積土】堆積土は33層に分層した。褐色～黒色土を主体とする。第１層から第12層は基本層序Ⅱａ


層に相当するシルトを主体とする層である。第13層から第18，20，21層は基本層序Ⅱｂ層に相当する


シルトを主体とする層である。第15，19層は砂質土を主体とする。第24層から第27，32，33層は粘質


が高い層である。第29，30，31層はシルト主体である。第15，17，18，20，21層では、堆積土中に径


約５～10㎜前後の粒状を呈する白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)を含む。第14，18層は、粘土粒・炭化物


粒・焼土粒を多く含む層である。第15・17・18・20・21層に含まれる火山灰は２次堆積である可能性


が高いが、位置的にまとまりがあることから、降下した時間と堆積した時間に大きな隔たりはないと


思われる。第14・18層は人為的に廃棄あるいは遺棄された可能性も考えられる。


【出土遺物】第１，３層・５～７，９，10，18，28層から縄文土器(図36－19，20，22～24)・土師器


(図36‑１～８，12)・須恵器(図36－９～11，13～18，21)が出土した。出土数は、図36－24の復元個


体１点を除き、縄文土器42点、土師器85点、須恵器９点で、総出土量は1892ｇである。


第１，３，６，７，９，10，18，28層からは縄文土器と土師器が出土し、第５層からは縄文土器だ


けが出土している。第28層でトレンチ西側の縁から、縄文土器がまとまって出土し、円筒上層ｃ式に


相当する深鉢形土器(図36－24)で、ほぼ１個体になる。土師器が多く出土しているのは第７，９，10，


18層である。土器は摩耗した小破片もあり、周辺から流れ込んだものと考える。


【土壌分析】トレンチ中央部で、柱状にサンプルを採取し、花粉・珪藻・プラントオパ－ルの分析を


行った。珪藻では第28，30層と、10～17層は、ジメジメとした陸域の環境である。第19層から第26層


と第１層から第12層では、流水の影響を強く受ける環境であった。


プラントオパ－ルでは９～18，27層から、イネが多く産出している。花粉では、第２層と第４層か


らごく少量であるが、ソバが検出されている。第14，17，18層でシダ植物胞子が増加し、人の活動が


活発であったことが推定されている(分析結果は『赤坂遺跡Ⅱ』で報告予定)。


【備 考】第28層で縄文土器と土師器が出土し、第27層からイネの花粉が産出していることから、谷
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の埋積は古代以降である思われる。縄文土器・土師器が出土するのは、第28層を除いて白頭山‑苫小


牧火山灰が含まれる第18層より上になる。そのうち第７，９，10，18層では土師器の出土量が多い。


白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)が含まれる第15，17，18，20，21層はまとまっている。珪藻分析から


これらの層は第15層を除き陸地化した環境であったため、火山灰が残存した可能性がある。谷の西側


のエリア１のＳＩ002の堆積土に白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)が含まれているが、これらは時間的に大


きな差はないものと思われる。第14層から17層でシダ植物胞子が多く産出し、イネのプラントオパ－


ルが９層から18，27層で多く産出する。


以上から、第９層から18層にかけて、人の活動が活発であったことが推定される。


(伊藤 由美子)


第３節 各遺構の時期


各遺構の時期を決定づける遺物は極めて少量であるため、多くの遺構は時期不明とせざるを得ない


が、遺構の形状や重複関係、堆積土の状況や火山灰のあり方等を考慮して推定した時期について、こ


こに一覧でまとめておく。ただし、『赤坂遺跡Ⅱ』で若干の変更がなされる可能性もあることを付記


しておく。


各遺構の推定時期


遺 重 複 関 係 出 土 遺 物（●＝あり・×＝なし）


構 本遺構 本遺構 新 旧 縄文 剥片 礫 土 須 鉄 羽 陶 銭 土 推定される
推 定 時 期 の 根 拠


石器 石 師 恵 製 磁
名 より古 より新 不 明 土器 剥片 器 器 器 品 口 器 貨 管


時 期


SK004 平 安 時 代 遺構形状／重複関係／火山灰の
SI001 SI002 SK005 SX006 ● ● ● ● ● ● ● × × ×


(B‑Tm堆積) SK014 (B‑Tm以降) 堆積状況／出土遺物


SI001 平 安 時 代 遺構形状／火山灰の堆積状況
××××××●×××200IS


SK005 (B‑Tm以前) 出土遺物


状形構遺代時安平××××××●●××300IS


SD023
SD024 平 安 時 代 遺構形状／火山灰の堆積状況


SI004
SX005


● × × ● ● ● × × × ×
(B‑Tm以前) 出土遺物


Pit0142


SX010 平 安 時 代 遺構形状／火山灰を含むピット
SI005 Pit0137 ● × ● ● ● ● × × × ×


(B‑Tm含む) (B‑Tm以前) との重複関係／出土遺物


状形構遺代時安平××××××××××800IS


SK019 平 安 時 代
SH002 SK026 Pit0043 ● × ● × × × × × × × 遺構形状／火山灰の堆積状況


Pit0071 (B‑Tm以前)


況状土出物遺代時安平××××××●××●700KS


平 安 時 代
SK014 SI001 × × × × × ● × × × × 重複関係／出土遺物


(B‑Tm以降) (B‑Tm以降)


図化できな
SK019 SH002 Pit0171 ● × × × × × × × × × 縄 文 時 代 遺物出土状況かったPit


物遺土出代近●×××××××××500DS700DS


物遺土出／土積堆／状形構遺か代時安平××××××●×●●900DS


SD023
SD024 SI004 Pit1594 × × × × × × × × ● × 近 代 出土遺物


SX005


SK009 SD003
SX001 SK010 Pit0004 ● × × × × × × ● × × 近 代 出土遺物


SK011 SD004


（木 村 高）
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図２　建物跡（ＳＩ００１新段階）
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第1層 暗褐色土     10YR3/4 黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～30mm)10%、
                           黒褐色土(10YR2/3)3%、にぶい黄橙色土(10YR7/4)2%、
                           明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～15mm)2%、
                           炭化物1%未満
第2層 黒褐色土     10YR2/3 暗褐色土(10YR3/4)10%、
                           明黄褐色ローム粒(10YR7/6)(φ20mm)5%、
                           黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～10mm)3%、
                           炭化物1%未満
第3層 明黄褐色粘土 10YR7/6 にぶい黄褐色土(10YR5/3)1%


※ 土層注記は図３参照。


※
 
土
層
注
記
は
図
３
参
照
。
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ＳＩ００１カマド（ａ－ａ′・ｂ－ｂ′）   


第1層  黒褐色土       10YR3/1  黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)10%
第2層  暗褐色土       10YR3/3  にぶい黄橙色ロームブロック(10YR7/3)(φ10～15mm)10%、炭化物(φ5mm±)10%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ30mm±)7%
第3層  暗褐色土       10YR3/3  にぶい黄橙色ロームブロック(10YR7/3)(φ10～15mm)15%、黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ50～100mm)10%
第4層  にぶい黄褐色土 10YR5/3  袖、灰褐色粘土ブロック(7.5YR4/2)(φ10～50mm)10%
第5層  黒褐色土       10YR2/2  崩落土、焼土粒10%
第6層  黒褐色土       10YR3/2  黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)15%、灰褐色粘土ブロック(7.5YR4/2)(φ150mm)混入
第7層  暗褐色土       10YR3/3  焼土粒(φ5mm±)15%
第8層  にぶい褐色粘土 7.5YR5/3 軽石(φ3～5mm)10%、炭化物(φ3mm±)10%
第9層  黒褐色土       10YR2/3  焼土粒(φ5mm±)10%、炭化物(φ2～3mm)10%
第10層 赤褐色焼土     5YR4/6   火床面、暗褐色土(10YR3/4)25%、炭化物(φ10mm)7%、小礫(φ3～5mm)5%


第▲1層 黒褐色土 10YR2/3 炭化物(φ5～10mm)20%
第▲2層 黒褐色土 10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ5～10mm)10%、炭化物7%


※ 第②,③,⑤,⑥の土層注記は、ＳＩ００１建物跡参照。


ＳＩ００１建物跡（Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′）   


第1層  暗褐色土   10YR3/4 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)10%、明黄褐色ロームブロック(10YR6/8)(φ30～40mm)5%、黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1～10mm)3%
第2層  黒褐色土   10YR2/3 黄橙色ロームブロック(10YR8/6)(φ10～40mm)5%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)3%、炭化物(φ1～5mm)1%
第3層  暗褐色土   10YR3/4 黄橙色ロームブロック(10YR8/6)(φ10～30mm)15%、黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～50mm)10%、
                          黒褐色土(10YR2/3)7%、火山灰(φ25mm)2%
第4層  黒褐色土   10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ5～10mm)10%、炭化物(φ1～3mm)10%
第5層  黒褐色土   10YR2/3 暗褐色土(10YR3/4)10%、黄橙色ロームブロック(10YR8/6)(φ30～50mm)10%、
                          黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1～10mm)5%、明赤褐色焼土粒(5YR5/8)(φ1～2mm)1%
第6層  黒褐色土   10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～60mm)20%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)5%、炭化物(φ10～20mm)2%
第7層  黒褐色土   10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ5～10mm)5%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～10mm)3%、炭化物(φ10mm)1%
第8層  黒褐色土   10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～60mm)20%、炭化物10%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)5%
第9層  黒褐色土   10YR2/3 褐色土(10YR4/6)10%
第10層 暗褐色土   10YR3/4 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～30mm)10%、黄橙色ロームブロック(10YR8/6)(φ30～40mm)5%、炭化物(φ20mm)2%
第11層 黒褐色土   10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ30mm)5%、黄橙色ロームブロック(10YR8/6)(φ20mm)5%
第12層 黒褐色土   10YR2/3 粘土ブロック(φ200mm)20%
第13層 黒褐色土   10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～30mm)10%、黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ5～10mm)10%
第14層 黒褐色土   10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～30mm)7%
第15層 明黄褐色土 10YR6/6 明黄褐色ロームブロック(10YR6/6)(φ10～50mm)混入


第①層 黒褐色土   10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1～10mm)10%、黄橙色ロームブロック(10YR8/6)(φ20～30mm)5%、褐色ロームブロック(10YR4/6)(φ20～30mm)5%
第②層 黒褐色土   10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1～10mm)5%
第③層 浅黄橙色土 10YR8/3 暗褐色粒(10YR3/4)(φ10mm±)7%
第④層 黒褐色土   10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ5～10mm)10%、炭化物7%
第⑤層 浅黄橙色土 10YR8/3 暗褐色土(10YR3/4)混入
第⑥層 暗褐色土   10YR3/4 明黄褐色ロームブロック(10YR6/6)(φ10～50mm)7%
第⑦層 褐色土     10YR4/6 炭化物(φ30mm±)15%、Ｂ－Ｔｍ(φ30mm±)10%


第■1層 浅黄橙色土     10YR8/3 にぶい黄褐色ロームブロック(10YR5/3)(φ10～30mm)20%
第■2層 にぶい黄褐色土 10YR7/4 暗褐色粒(10YR3/4)(φ5～10mm)5%
第■3層 にぶい黄褐色土 10YR7/4 暗褐色土(10YR3/4)混入


※ 第▲1 ,▲2層の土層注記は、ＳＩ００１カマド参照。


図３　建物跡（ＳＩ００１カマド）
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図４　建物跡（ＳＩ００１古段階・礫範囲）


青埋報　第487集　赤坂遺跡


50







図５　建物跡（ＳＩ００１焼土・炭化物範囲  ・ ＳＩ００２）
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Ｃ
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ＳＩ００２建物跡（Ａ－Ａ′）   


第1層 黒褐色土   10YR3/2 灰白色粘土粒(10YR7/1)(φ5～10mm)10%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)7%
第2層 黒褐色土   10YR3/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)15%、パミス(φ5mm±)10%
第3層 黒色土     10YR2/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ2mm±)10%、焼土粒(φ5mm±)7%
第4層 褐灰色粘土 10YR5/1 炭化物(φ5～10mm)10%
第5層 黒褐色土   10YR2/2 Ｂ－Ｔｍ(φ10～30cm)20%、にぶい黄橙色粘土ブロック(10YR7/3)(φ30～50mm)15%、軽石(φ3mm)10%
第6層 暗褐色土   10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～8mm)20%、灰白色粘土ブロック(10YR7/1)(φ10～30mm)10%、Ｂ－Ｔｍ(φ10～20mm)10%
第7層 暗褐色土   10YR3/3 灰白色粘土ブロック(10YR7/1)(φ100～150mm)30%
第8層 暗褐色土   10YR3/3 灰白色粘土ブロック(10YR7/1)(φ100～150mm)20%、炭化物(φ10～20mm)10%
第9層 黒褐色土   10YR3/1 灰白色粘土ブロック(10YR7/1)(φ30～50mm)15%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～15mm)7%


※ 帰属不明層   


第a層 灰黄褐色土 10YR4/2 にぶい黄橙色ローム粒(10YR7/3)(φ5～30mm)40%、焼土粒(φ10mm±)10%
第b層 黒褐色土   10YR3/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)10%
第c層 暗褐色土   10YR3/3 にぶい黄橙色ロームブロック(10YR7/3)(φ10～30mm)15%、Ｂ－Ｔｍ(φ10mm±)10%、炭化物(φ5mm±)7%
第d層 黒褐色土   10YR3/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)15%
第e層 暗褐色土   10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ30～50mm)10%、にぶい黄橙色ローム粒(10YR7/3)(φ5mm±)10%、パミス7%


ＳＩ００２カマド（Ｂ－Ｂ′・Ｃ－Ｃ′）   


第1層  黒褐色土       10YR3/2   Ｂ－Ｔｍ(φ3～15mm)25%、黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1mm±)3%、明赤褐色焼土粒(5YR5/8)(φ2～5mm)1%、炭化物(φ2～5mm)1%
第2層  黒色土         10YR1.7/1 黒色土(10YR2/1)25%、炭化物(φ5～10mm)5%、にぶい黄橙色粘土ブロック(10YR6/4)(φ5～10mm)3%、にぶい黄褐色粘土ブロック(10YR4/3)
                                (φ3～5mm)1%、赤褐色焼土粒(5YR4/8)(φ3～5mm)1%
第3層  褐色土         10YR4/4   灰白色パミス(10YR8/2)(φ1～5mm)5%、小礫(φ5～10mm)3%、炭化物(φ1mm±)1%
第4層  にぶい黄褐色土 10YR5/4   灰白色粒(10YR8/2)(φ3mm±)3%、黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ3mm±)1%
第5層  暗褐色土       10YR3/3   黒色粒(10YR1.7/1)(φ5～30mm)15%、にぶい黄橙色ローム粒(10YR7/4)(φ3～15mm)10%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ2～10mm)1%
第6層  にぶい黄褐色土 10YR5/4   黄褐色土(10YR5/6)20%、黒褐色粒(10YR3/2)(φ2～3mm)3%、炭化物(φ3～5mm)1%
第7層  暗褐色土       10YR3/3   にぶい黄褐色ローム粒(10YR5/4)(φ2～5mm)10%、明赤褐色焼土粒(5YR5/8)(φ2～5mm)7%、炭化物(φ2～5mm)3%
第8層  にぶい黄褐色土 10YR5/4   黒褐色土(10YR3/2)10%、浅黄橙色パミス(10YR8/3)(φ1～2mm)1%、明赤褐色焼土粒(5YR5/8)(φ～1mm)1%未満
第9層  明黄褐色土     10YR6/6   にぶい黄褐色土(10YR5/4)40%、黒色土(10YR1.7/1)5%、小礫(φ2～5mm)1%
第10層 黒褐色土       10YR3/2   暗赤褐色焼土ブロック(5YR3/6)(φ5～20mm)15%、明褐色粘土ブロック(7.5YR5/6)(φ3～40mm)10%、にぶい黄褐色ローム粒(10YR5/4)
                                (φ2～5mm)5%、炭化物(φ2～5mm)1%
第11層 黒褐色土       10YR2/2   にぶい黄褐色粘土粒(10YR5/4)(φ5～10mm)5%、黒色粒(10YR2/1)(φ1～5mm)3%、炭化物(φ5～10mm)1%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)
                                (φ1mm)1%未満、黒褐色土(10YR3/2)中段に混入
第12層 暗褐色土       10YR3/3   黒褐色土(10YR3/2)40%、明黄褐色ローム粒(10YR6/6)(φ3～5mm)3%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1mm)1%未満
第13層 褐色土         10YR4/6   暗褐色土(10YR3/4)20%
第14層 赤褐色焼土     5YR4/6 
第15層 暗褐色土       10YR3/3   明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～2mm)5%
第16層 赤褐色焼土     5YR4/8    暗褐色土(10YR3/4)20%、炭化物(φ2～10mm)10%


第①層 褐色粘土 10YR4/4  黒褐色土(10YR3/2)25%、暗褐色ブロック(10YR3/3)(φ20～30mm)10%、黒色粒(10YR2/1)(φ2～5mm)3%、黄橙色ロームブロック(10YR7/8)(φ10mm)1%、
                         明褐色焼土粒(7.5YR5/6)(φ10mm)1%
第②層 暗褐色土 10YR3/3  にぶい黄橙色ブロック(10YR6/4)(φ1～40mm)15%、黒褐色粒(10YR3/2)(φ1～5mm)5%、炭化物(φ10～30mm)3%、にぶい黄褐色ローム粒(10YR5/4)
                         (φ1～5mm)3%、明褐色焼土粒(7.5YR5/6)(φ1～3mm)1%、白色小礫(φ1～3mm)1%
第③層 暗褐色土 7.5YR3/3 暗褐色土(10YR3/3)40%、明褐色焼土粒(7.5YR5/6)(φ2～30mm)10%、明赤褐色焼土粒(5YR5/8)(φ1～3mm)3%、炭化物(φ1～5mm)1%、浅黄橙色パミス
                         (10YR8/3)(φ1～2mm)1%
第④層 黒褐色土 5YR2/2   赤褐色焼土ブロック(5YR4/8)(φ10mm)10%
第⑤層 黒褐色土 10YR2/3  火床面、黄褐色火山灰(10YR5/6)(φ2～3mm)3%、炭化物(φ1～10mm)2%、赤褐色焼土粒(5YR4/8)(φ1～3mm)2%
第⑥層 黄褐色土 10YR5/8  袖、赤褐色焼土(5YR4/6)10%、灰白色粒(10YR8/2)(φ1～15mm)3%、黒褐色土(10YR2/3)1%


図６　建物跡（ＳＩ００２カマド）
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ＳＩ００３建物跡（Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′）
   


第1層 黒褐色土   10YR3/2 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ10mm±)7%、
　　　　　　　　　　　　 炭化物(φ5mm±)7%
第2層 黄褐色土   10YR5/6 黒褐色土(10YR3/2)混入


第①層 浅黄橙色土 10YR8/4 黒褐色粒(10YR3/2)(φ10mm±)10%
第②層 褐色土     10YR4/4 軽石(φ1mm±)10%、炭化物(φ1mm±)7%


ＳＩ００３ＳＫ０１
   


第③層 にぶい黄褐色土 10YR5/4 


図７　建物跡（ＳＩ００３）
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図８　建物跡（ＳＩ００４）


ＳＩ００４建物跡（Ａ－Ａ′）   


第①層 暗褐色土 10YR3/3 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～50mm)15%、にぶい黄褐色土(10YR4/3)10%、黒色土(10YR1.7/1)3%、にぶい黄橙色粘土(10YR6/4)2%、炭化物1%未満
第②層 暗褐色土 10YR3/3 黒褐色土(10YR2/3)2%、黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～3mm)1%
第③層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色土を全体に50%含む
第④層 暗褐色土 10YR3/4 黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～5mm)1%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～2mm)1%、炭化物1%未満


第1層 暗褐色土         10YR3/4 炭化物3%、赤褐色焼土(5YR4/8)1%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～3mm)1%
第2層 Ｂ－Ｔｍ主体の層         炭化物2%、赤褐色焼土(5YR4/8)1%、暗褐色土(10YR3/4)混入
第3層 にぶい黄褐色土   10YR4/3 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)3%、赤褐色焼土(2.5YR4/6)1%、炭化物1%
第4層 暗褐色土         10YR3/4 赤褐色焼土(2.5YR4/6)10%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)1%、炭化物1%未満
第5層 暗褐色土         10YR3/4 黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～10mm)10%、赤褐色焼土(2.5YR4/6)5%、明赤褐色焼土(5YR5/8)2%、炭化物1%
第6層 黄褐色土         10YR5/8 暗褐色土(10YR3/4)20%、赤褐色焼土(2.5YR4/6)3%、炭化物1%


第●1層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～30mm)5%、赤褐色焼土(2.5YR4/6)3%、炭化物1%


第■1層 黄褐色土 10YR5/8 白色粘土10%、暗褐色土(10YR3/4)2%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)2%
第■2層 黄褐色土 10YR5/8 暗褐色土(10YR3/4)20%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)2%


ＳＩ００４Ｐｉｔ０１（Ｃ－Ｃ′）   


第1層 暗褐色土 10YR3/4 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～15mm)10%、暗褐色土(10YR3/3)5%、赤褐色焼土(2.5YR4/8)5%、褐色土(7.5YR4/6)2%、炭化物1%未満
第2層 暗褐色土 10YR3/3 赤褐色焼土(2.5YR4/8)10%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)2%、炭化物1%未満


ＳＩ００４Ｐｉｔ０２（Ｂ－Ｂ′）   


第1層 褐色土   10YR4/6 
第2層 黄褐色土 10YR5/6 褐色土(10YR4/6)10%、黒褐色土(10YR2/3)1%未満
第3層 黄褐色土 10YR5/6 褐色土(10YR4/6)20%、暗褐色土(10YR3/4)7%、明黄褐色ロームブロック(10YR6/6)(φ10～30mm)5%、黒褐色土(10YR2/3)3%
第4層 黄褐色土 10YR5/8 黒褐色土(10YR2/3)2%
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図９　建物跡（ＳＩ００５）


ＳＩ００５建物跡（Ａ－Ａ′）   


第Ⅰ層 黒褐色土 10YR2/3 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)5%


第1a層 暗褐色土 10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～20mm)10%、黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～5mm)7%、炭化物1%
第1b層 黒褐色土 10YR2/3 褐色土(10YR4/4)5%、炭化物1%
第2a層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色土・黒色土・細パミスの混合土 
第2b層 黒褐色土 10YR2/2 パミスと黒色土の混合土
第2c層 黒褐色土 10YR2/2 パミス中量混入


第①層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色土ブロック50%
第②層 黒褐色土 10YR2/2 パミス少量混入
第③層 黒褐色土 10YR3/2 白色粘土層
第④層 黒褐色土 10YR3/2 パミス・焼土粒・シラス質土の塊などが混合(堅く締まる)
第⑤層 黒褐色土 10YR3/2 ④層よりシラス質土を多く含む
第⑥層 黒色土   10YR2/1 
第⑦層 褐色土   10YR4/6 明褐色焼土(7.5YR5/8)3%


第■1層 黒褐色土   10YR3/1 パミス・シルト主体
第■2層 赤褐色焼土 5YR4/8  焼土層
第■3層 明黄褐色土 10YR6/8 堅く締まる
第■4層 明黄褐色土 10YR6/8 


第◆1層 にぶい黄褐色土 10YR5/4 シラス質土主体


ＳＩ００５ＳＫ０１   


第▲1層 黒褐色土       10YR2/3 パミス塊中～多量混入
第▲2層 黒褐色土       10YR2/2 パミス塊中量混入
第▲3層 暗褐色土       10YR3/3 パミス主体、黄褐色土大塊含む
第▲4層 黒褐色土       10YR2/2 
第▲5層 黒褐色土       10YR2/2 黄褐色土ブロック混入
第▲6層 褐色土         10YR4/4 黄褐色土塊主体
第▲7層 にぶい黄橙色土 10YR6/4 黒色土混入
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図 10　建物跡（ＳＩ００５カマド）


ＳＩ００５カマド（Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′）   


第1層  暗褐色土     10YR3/4  明褐色土(7.5YR5/8)15%、炭化物7%、
                             赤褐色焼土(5YR4/6)5%
第2層  明褐色土     7.5YR5/8 赤褐色焼土(5YR4/8)10%
第3層  暗褐色土     10YR3/3  炭化物10%、明赤褐色焼土(5YR5/8)5%
第4層  明赤褐色焼土 5YR5/8   褐色土(7.5YR4/6)20%、炭化物7%
第5層  暗褐色土     10YR3/4  明褐色土(7.5YR5/8)5%、明赤褐色焼土粒(5YR5/8)
                             (φ2～10mm)5%、黒褐色土(10YR2/3)3%


第①層  黄褐色土        10YR5/6  暗褐色土(10YR3/4)5%、明赤褐色焼土粒
                                 (5YR5/8)(φ2～5mm)3%
第②層  暗褐色土        10YR3/4  明赤褐色焼土粒(5YR5/8)(φ2～5mm)5%
第③層  黄褐色土        10YR5/6  炭化物3%
第④層  黄褐色土        10YR5/6 
第⑤層 赤褐色焼土       5YR4/8 
第⑥層 炭化物主体の層  
第⑦層 明黄褐色土       10YR6/8 
第⑧層 黄褐色土         10YR5/6 
第⑨層 黄橙色土         10YR8/8 
第⑩層 黄橙色土         10YR7/8 
第⑪層 褐灰色土         10YR4/1  炭化物5%、にぶい黄橙色土(10YR6/4)3%、
                                 明赤褐色焼土(5YR5/8)3%
第⑫層 明黄褐色土       10YR7/6  暗褐色土(10YR3/4)10%、明黄褐色ローム
                                 ブロック(10YR6/8)(φ20～50mm)5%
第⑬層 にぶい黄橙色粘土 10YR7/3  袖、黒褐色土(10YR3/2)1%
第⑭層 明赤褐色焼土     5YR5/8   古袖、黒色土(10YR2/1)1%


Ｐｉｔ０２３９   


第1層 黒色土   10YR2/1 黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ20～60mm)30%
第2層 暗褐色土 10YR3/4 明黄褐色ロームブロック(10YR6/8)(φ30mm)7%、
                       黄褐色ローム粒(10YR5/6)(φ1～2mm)5%
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図 11　建物跡（ＳＩ００８） ・ 竪穴遺構（ＳＨ００１）


ＳＩ００８建物跡


ＳＩ００８建物跡  
 


第①層 暗褐色土       10YR3/3 にぶい黄褐色土(10YR4/3)10%、
                              明黄褐色土(10YR7/6)5%、
                              明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～15mm)3%、
　　　　　　　                明黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～10mm)1%、
                              炭化物1%未満
第②層 明黄褐色土     10YR6/6 暗褐色土(10YR3/3)15%、
                              黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5mm±)7%、
                              軽石(φ3～5mm)7%
第③層 明黄褐色土     10YR7/6 軽石(φ5～10mm)10%
第④層 にぶい黄橙色土 10YR7/3 軽石(φ5～10mm)10%、暗褐色土(10YR3/3)7%
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ＳＨ００１竪穴遺構（Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′）　


第1層　黒褐色土　10YR2/3　明黄褐色ローム粒(10YR7/6)(φ1～5mm)10%
第2層　黒褐色土　10YR2/3　明黄褐色ローム粒(10YR7/6)(φ1～5mm)5%、浅黄橙色ローム粒(10YR8/4)(φ1～3mm)3%
第3層　黒褐色土　10YR2/3　黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)5%、黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～10mm)5%
第4層　暗褐色土　10YR3/4　黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～30mm)20%
第5層　黄褐色土　10YR5/8　褐色土(10YR4/6)5%
第6層　黒褐色土　10YR2/3　黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ50mm)10%


ＳＨ００１炉跡（Ｃ－Ｃ′)　
第1層　黒褐色土　10YR2/3　黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)5%
第2層　炭化物を主体とする層　　黒褐色土(10YR2/3)5%
第3層　暗褐色土　10YR3/4　黒褐色土(10YR2/2)10%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～2mm)2%
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ＳＨ００２竪穴遺構（Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′）   


第1層 黒褐色土  10YR2/3 黄褐色土(10YR5/8)5%、
                        明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～15mm)2%
第2層 黒褐色土  10YR2/3 明黄褐色火山灰(10YR7/6)15%
第3層 暗褐色土  10YR3/3 明黄褐色ロームブロック(10YR6/8)
                        (φ10～30mm)15%、黄褐色ロームブロック
                        (10YR5/8)(φ10～50mm)10%、黒褐色土(10YR2/2)7%
第4層 黒褐色土  10YR2/3 褐色土(10YR4/6)3%


第①層 黄褐色土 10YR5/6 黒色土(10YR2/1)5%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)
                        (φ1～5mm)2%、黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ20～60mm)混入
第②層 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～50mm)10%、
                        褐色ローム粒(10YR4/6)(φ1～3mm)3%


ＳＨ００２Ｐｉｔ０１（Ｃ－Ｃ′）   


第1層 黒褐色土 10YR2/3 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)5%、にぶい黄褐色土(10YR4/3)3%、
                       黒色土(10YR2/1)2%、褐色土(7.5YR4/6)1%未満
第2層 炭化物主体の層   黒褐色土(10YR2/3)20%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～2mm)1%
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P（図34‑4）


S（写真30‑⑧）
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第1層 黒褐色土 10YR2/3 褐色ローム粒(10YR4/6)(φ1～5mm)5%、炭化物(φ10mm)1%
第2層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)10%、明赤褐色焼土(5YR5/8)1%
第3層 暗褐色土 10YR3/4 黒褐色土(10YR2/3)20%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)15%、
                       炭化物(φ5～15mm)2%
第4層 黄褐色土 10YR5/6 暗褐色土(10YR3/4)20%、黒褐色土(10YR2/3)10%、明黄褐色ローム粒
                       (10YR6/8)(φ5～10mm)3%、炭化物(φ5mm)1%、黄褐色ロームブロック
                       (10YR5/6)(φ10～50mm)混入
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第①層 黒褐色土 10YR2/3 暗褐色土(10YR3/4)15%、
               　　　　 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～40mm)10%、
                        炭化物(φ3～10mm)3%
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第1層 暗褐色土   10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ2～15mm)10%、
                         黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～5mm)2%、
                         炭化物1%未満
第2層 明黄褐色土 10YR6/8 黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～30mm)20%、
                         暗褐色土(10YR3/3)10%、炭化物1%


ＳＫ０２８   


第1層 黒褐色土   10YR2/3 暗褐色土(10YR3/3)3%、黒褐色土(10YR2/2)2%、
                         黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)2%、
                         灰白色土(10YR7/1)1%、黄橙色ローム粒(10YR8/8)
                         (φ1～3mm)1%、炭化物1%
第2層 暗褐色粘土 10YR3/4 明黄褐色土(10YR6/8)30%、黒褐色土(10YR2/3)1%
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図 13　土坑（SK002 ～ 005 , 014 , 017 , 021）
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1/40


ＳＫ００２  


第1層 暗褐色土 10YR3/4 軽石(φ5～10mm)15%、灰白色粘土粒(φ0.5～5mm)10%
第2層 暗褐色土 10YR3/3 軽石(φ30～50mm)10%
第3層 黒褐色土 10YR2/3 軽石(φ5～10mm)20%、灰白色粘土粒(φ0.5～5mm)15%
第4層 暗褐色土 10YR3/3 地山に由来する崩落土30%


ＳＫ００３   


第1層 暗褐色土         10YR3/4 2層に由来するにぶい黄褐色粘土(10YR5/4)15%
第2層 にぶい黄褐色粘土 10YR5/4 
第3層 暗褐色土         10YR3/3 2層に由来するにぶい黄褐色粘土(10YR5/4)10%
第4層 黒色土           10YR2/1 2層に由来するにぶい黄褐色粘土ブロック
                               (10YR5/4)(φ50～100mm±)10%
第5層 褐色(10YR4/6)と暗褐色(10YR3/4)の混合土  炭化物粒(φ10mm±)10%
第6層 褐色土           10YR4/6 ローム(地山)からの崩落土


ＳＫ００４   


第1層 暗褐色土   10YR3/4 軽石(φ10mm±)7%､炭化物粒(φ5mm±)混入
第2層 褐色土     10YR4/4 軽石(φ3～5mm±)10%
第3層 暗褐色土   10YR3/3 炭化物10%、軽石(φ5mm±)7%
第4層 暗褐色土   10YR3/4 軽石(φ5～10mm)7%
第5層 黄褐色粘土 10YR5/8 暗褐色土(10YR3/4)10%


ＳＫ００５   


第1層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)10%、
                       褐色ロームブロック(10YR4/6)(φ10～30mm)5%
第2層 黒褐色土 10YR2/3 褐色土(10YR4/6)10%


ＳＫ０１４   


第1層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)5%、黄褐色ロームブロック
                       (10YR5/8)(φ30mm)2%、火山灰(φ30mm)2%
第2層 黒褐色土 10YR3/2 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ10mm±)10%、軽石(φ3～5mm±)7%


ＳＫ０１７   


第1層 にぶい黄褐色土 10YR5/4 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)2%、
                             暗褐色土(10YR3/4)1%、焼土粒(φ1mm±)微量
第2層 にぶい黄褐色土 10YR4/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ15mm)1%、
                             明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～2mm)1%


ＳＫ０２１   


第1層 暗褐色土 10YR3/3 暗褐色土(10YR3/4)5%、黄褐色土(10YR5/6)2%、
                       黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)2%、炭化物1%未満
第2層 黒褐色土 10YR2/3 暗褐色土(10YR3/4)3%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)
                       (φ1～30mm)2%、黄褐色土(10YR5/6)1%、炭化物1%未満
第3層 暗褐色土 10YR3/4 黄橙色ロームブロック(10YR7/8)(φ1～90mm)20%、
                       炭化物粒(φ1～20mm)1%、赤褐色焼土粒(5YR4/8)
                       (φ2mm)1%未満
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ＳＫ０２２   


第1層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色ローム粒(10YR5/6)(φ3～20mm)5%、黒褐色土(10YR2/3)3%
第2層 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～20mm)7%、暗褐色土(10YR3/4)5%
第3層 褐色土   10YR4/6 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ20～40mm)20%、
                       黒褐色土(10YR2/2)7%


ＳＫ０２３   


第1層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色土(10YR5/6)15%
第2層 黄褐色土 10YR5/6 暗褐色土(10YR3/4)10%


ＳＫ０２４   


第1層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ10～40mm)10%、
                       黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ30mm)5%
第2層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ5～50mm)7%、炭化物粒(φ5mm)1%


ＳＫ０２５   


第1層 暗褐色土 10YR3/4 黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～5mm)1%、
                       黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～3mm)1%、
                       炭化物1%未満
第2層 暗褐色土 10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)5%、
                       黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1～3mm)1%


図 14　土坑（SK009 ～ 010 , 012 ～ 013 , 022 ～ 026 , 033）
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0 2m 


1/40


（ＳＫ００７ , ０１１セクション）


(平面図・セクション)


0 1m 


1/25


ＳＫ００７   


第1層 黒色土     10YR2/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ0.5～5mm±)10%、炭化物7%
第2層 暗褐色土   10YR3/4 黄褐色土(10YR5/8)(φ100mm±)ブロック状に混入
第3層 黒褐色土   10YR3/2 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～10mm)7%
第4層 暗褐色土   10YR3/4 崩落土
第5層 褐色土     10YR4/6 2層とほぼ同質
第6層 暗褐色土   10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～2mm)10%
第7層 明黄褐色土 10YR6/6 崩落土


ＳＫ０１１   


第1層 黒色土   10YR2/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ10mm±)10%、焼土粒(φ10～20mm)7%
第2層 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ10～20mm)10%
第3層 黒褐色土 10YR3/2 軽石(φ5～10mm)7%
第4層 褐色土   10YR4/6 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ30～50mm)10%


ＳＫ０２９   


第1層 黒褐色土 10YR2/3 黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ20～100mm)15%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ5～10mm)10%


ＳＫ０３２   


第1層 黒褐色土   10YR2/3 暗褐色土(10YR3/4)20%、黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ10～40mm)7%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)5%、炭化物(φ10mm)1%
第2層 明黄褐色土 10YR6/8 暗褐色土(10YR3/4)20%、黒褐色土(10YR2/3)2%
第3層 明黄褐色土 10YR6/8 黒褐色土(10YR2/3)3%
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図 15　土坑（SK007 , 011 , 029 , 032 , 034）
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第1層 黒褐色土 10YR2/3 褐色ローム粒(10YR4/6)(φ1～10mm)3%
第2層 黒褐色土 10YR2/2 褐色ロームブロック(10YR4/6)(φ10～60mm)20%、黄褐色ロームブロック(10YR5/6)(φ5～10mm)2%
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ＳＤ００１   


第1層 褐色土   10YR4/4 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ0.5～1mm)15%､
                       軽石(φ7～100mm)5%
第2層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ0.5～1mm)10%
第3層 黄褐色土 10YR5/6 軽石(φ5mm±)7%
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図 17　溝跡 (SD002 , 004 ～ 006 , 008 , 010 , 012)
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図 20　用途不明遺構（ＳＸ００１）
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図 21　用途不明遺構（ＳＸ００２～００３,００６～００７）


Ⅱ
B‑128


調


査


区


域


外


0 2m 


1/100


ＳＸ００２


93.5m
Ａ Ａ′


Ａ


Ａ′


ＳＸ００３


撹乱


95.9m
Ａ Ａ′


0 1m 


1/50


Ａ Ａ′


0 2m 


1/100


ＳＩ００１


ＳＸ００６


Ⅰ
T‑123


ＳＫ００２


ＳＩ００１


ＳＤ０１


ＳＸ００７


ⅡA‑122


0 1m 


1/50


青埋報　第487集　赤坂遺跡


67







Ｓ
Ｘ
０
０
５
下
面


　 第
1
層
　
暗
褐
色
土
 
 
1
0
Y
R
3
/
4
 
 
黄
橙
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
8
/
8
)
(
φ
1
～
5
m
m
)
1
%
、
炭
化
物
1
%
未
満


第
2
層
　
暗
褐
色
土
 
 
1
0
Y
R
3
/
3
 
 
褐
色
土
(
1
0
Y
R
4
/
4
)
5
%
、
暗
赤
褐
色
土
(
5
Y
R
3
/
6
)
1
%
、
黄
橙
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
8
/
8
)
(
φ
1
～
3
m
m
)
1
%
、
炭
化
物
1
%


第
3
層
　
暗
褐
色
土
 
 
1
0
Y
R
3
/
4
 
 
左
側
に
小
礫
濃
集
す
る


※
 
上
面
は
第
Ⅱ
層
と
同
等
。


0
4
m
 


1
/
8
0


（
平
面
図
）


0
2
m
 


1
/
5
0


（
セ
ク
シ
ョ
ン
）


図22　用途不明遺構（ＳＸ００５)


Ｓ
Ｘ
０
０
５
上
面


Ｓ
Ｘ
０
０
５
下
面


S


Ｓ
Ｉ
０
０
４
覆
土


Ｓ
Ｄ
０
２
４
覆
土


Ｓ
Ｄ
０
２
３
覆
土


S


1


2
3


Ａ


Ａ
′


Ａ
′


Ａ
9
4
.
8
m


調
　
査
　
区
　
域
　
外


ト レ ン チ


ト レ ン チ


Ⅰ
O‑
11
8


Ⅰ
P‑
11
8


Ⅰ
P‑
11
9


Ｓ
Ｄ
０
２
３


Ｓ
Ｄ
０
２
４


Ｓ
Ｉ
０
０
４


根


青埋報　第487集　赤坂遺跡


68







Ａ
′


Ａ
′
′


Ａ


Ｓ
Ｉ
０
０
５


Ｓ
Ｋ
０
３
２


Ｐ
ｉ
ｔ
０
１
７
０


調
　
査
　
区
　
域
　
外


Ⅰ
R‑
11
8


Ⅰ
Q‑
11
7


0
2
m
 


1
/
5
0


（
平
面
図
）


0
1
m
 


1
/
3
0


（
セ
ク
シ
ョ
ン
）


Ｐ
ｉ
ｔ
０
１
７
０
 
 
 


第
1
層
 
黒
褐
色
土
 
1
0
Y
R
2
/
3
 
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
6
/
6
)
(
φ
1
～
3
m
m
)
5
%
、


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明
赤
褐
色
焼
土
(
5
Y
R
5
/
8
)
1
%


第
2
層
 
暗
褐
色
土
 
1
0
Y
R
3
/
3
 
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
5
/
8
)
(
φ
3
～
5
m
m
)
5
%


第
3
層
 
黄
褐
色
土
 
1
0
Y
R
5
/
8
 
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
3
)
1
5
%
、
黄
褐
色
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
1
0
Y
R
5
/
8
)
(
φ
1
0
～
5
0
m
m
)
混
入


Ｓ
Ｘ
０
１
０


（
Ａ
－
Ａ
′
′
）
 
 
 


第
Ⅰ
層
 
黒
褐


色
土
 
1
0
Y
R
2
/
3
 
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
6
/
8
)
(
φ
1
～
1
0
m
m
)
5
%


第
1
層
 
 
黒
褐


色
土
 
1
0
Y
R
2
/
3
 
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
6
/
8
)
(
φ
1
～
1
0
m
m
)
2
%
、
炭
化
物
2
%
、
明
赤
褐
色
粒
(
5
Y
R
5
/
8
)
(
φ
1
～
5
m
m
)
1
%
、
黄
橙
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
8
/
8
)
(
φ
1
～
3
m
m
)
1
%


第
2
層
 
 
黒
色


土
 
 
 
1
0
Y
R
2
/
1
 
黄
褐
色
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
(
1
0
Y
R
5
/
8
)
(
φ
2
0
～
6
0
m
m
)
1
5
%
、
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
2
/
3
)
1
0
%
、
に
ぶ
い
黄
橙
色
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
(
1
0
Y
R
7
/
4
)
(
φ
1
0
～
3
0
m
m
)
5
%
、
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
5
/
8
)
(
φ
1
～
5
m
m
)
5
%


第
3
層
 
 
黒
色


土
 
 
 
1
0
Y
R
2
/
1
 
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
(
1
0
Y
R
6
/
8
)
(
φ
1
0
～
5
0
m
m
)
5
%


第
4
層
 
 
暗
褐


色
土
 
1
0
Y
R
3
/
3
 
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
6
/
8
)
(
φ
1
～
1
5
m
m
)
5
%
、
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
5
/
6
)
(
φ
1
～
1
0
m
m
)
3
%
、
黒
褐
色
土
(
1
0
Y
R
2
/
2
)
1
%
、
炭
化
物
1
%


第
①
層
 
黒
褐


色
土
 
1
0
Y
R
2
/
2
 
暗
褐
色
土
(
1
0
Y
R
3
/
4
)
3
0
%
、
黄
褐
色
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
(
1
0
Y
R
5
/
6
)
(
φ
6
0
m
m
)
5
%
、
黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
(
1
0
Y
R
5
/
8
)
(
φ
1
～
5
m
m
)
5
%


第
②
層
 
黒
褐


色
土
 
1
0
Y
R
2
/
2
 
明
黄
褐
色
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ
ク
(
1
0
Y
R
6
/
8
)
(
φ
5
0
～
1
1
0
m
m
)
3
0
%


図23　用途不明遺構（ＳＸ０１０)


Ｓ
Ｉ
０
０
５


Ｓ
Ｉ
０
０
５
Ｓ
Ｋ
０
１


根


Ａ
′
′


9
3
.
5
m


Ａ
′


上
 


　
←


図


9
3
.
7
m


Ａ
Ａ
′


1 2 3
風
倒
木


Ｓ
Ｋ
０
３
２


Ｐ
ｉ
ｔ
０
１
７
０


　
 
下


→
　


　
 
図


Ⅰ


1


4
1


4


Ⅰ


3
1


2


①


②


青埋報　第487集　赤坂遺跡


69







Ⅰ
O‑
11
8


Ⅰ
R‑
12
1


Ⅰ
T‑
12
0


Ⅰ
S‑
11
8


Ⅰ
R‑
11
7


Ⅰ
R‑
11
6


Ⅰ
P‑
11
9


Ⅰ
Q‑
12
1


Ⅰ
P‑
11
6


Ⅰ
O‑
11
7


Ⅰ
S‑
12
1


1
0
3
9


3
0
3
0


0
1
9
3


3
0
4
0


0
1
9
6


3
0
3
4


0
2
0
2


0
1
6
3


0
1
6
1


1
6
0
7


0
0
5
4


0
0
4
9


0
0
5
3


0
0
5
0


0
0
4
8


1
6
3
0


1
6
0
6


0
0
4
7


0
0
4
6


0
1
9
8


0
0
5
1


1
6
1
2


0
1
3
5


3
0
4
4 0
1
2
6


0
1
2
7


0
0
6
1


0
1
6
8


1
6
0
0


0
0
5
6


0
0
5
90
0
5
5


0
0
4
4


0
1
2
8


0
2
0
1


0
2
0
0


0
0
6
0


1
5
9
8


0
0
7
2


0
0
5
2


0
1
8
4


0
1
6
5


1
6
1
1


0
0
4
5


0
0
3
7


1
6
0
2


0
1
6
4


0
1
9
7


1
5
9
9


0
0
4
3


0
0
7
1


0
2
2
3


0
1
7
1


0
1
9
9


0
0
3
9


0
0
3
8


0
1
6
0


0
0
7
7


0
1
7
2


0
1
2
1


0
2
3
1


1
5
9
5


0
1
1
2


0
1
1
0


0
1
1
5


0
1
1
8


0
1
1
9


0
1
1
3


0
1
1
1


0
1
1
6


0
0
4
1


0
1
4
9


0
1
1
4


1
5
9
4


0
1
4
2


0
1
2
2


0
1
2
4


1
5
9
7


0
0
4
2


0
1
2
5


0
1
3
0


0
0
8
0


0
0
7
9


0
1
4
6


0
0
4
0


0
1
5
9


0
1
6
2


0
1
5
8


0
1
5
7


1
5
9
6


0
1
9
5


0
1
3
7


0
0
7
3


0
2
3
2


0
2
3
9


0
0
7
6


0
0
3
6


0
0
7
4


0
0
7
5


0
0
3
1
0
0
3
4


0
0
3
2


0
0
3
3


0
1
4
3


0
1
4
4


0
1
0
4


0
0
9
9


0
0
8
5


0
0
8
4


0
0
8
3


0
1
2
0


0
1
1
7


0
1
2
3


0
0
1
9


0
0
2
0


0
0
7
8


0
0
3
5


1
5
9
2


0
0
9
30
1
0
6


0
1
0
70
0
9
2


0
0
8
8


0
0
9
0 0
0
9
1


0
0
8
6


0
0
8
7


0
1
0
3


0
1
0
20
1
0
1


0
0
9
4


0
0
8
1


0
0
8
20
0
9
5


0
0
9
7


0
0
9
6


0
1
0
0


0
0
9
8


0
0
6
6 0
0
6
7


0
1
7
0


1
5
9
3


0
0
6
9


0
0
6
8


0
0
7
0


1
6
0
1


0
1
6
6


0
1
0
9


0
1
0
8


S
K
0
3
4


S
D
0
1
4


Ｓ
Ｈ
０
０
１


Ｓ
Ｉ
０
０
５


S
I
0
0
5
S
K
0
1


S
K
0
1
9


Ｓ
Ｈ
０
０
２


S
K
0
2
6


S
K
0
2
1


S
K
0
2
2S
K
0
2
8


Ｓ
Ｉ
０
０
４


Ｓ
Ｘ
０
０
５


S
K
0
0
3


S
K
0
2
7


S
K
0
2
3


S
K
0
2
4


S
K
0
3
3


Ｓ
Ｄ
０
０
１


S
K
0
0
4


S
K
0
1
4


Ｓ
Ｘ
０
１
０


S
K
0
3
2


Ｓ
Ｉ
０
０
１


S
K
0
2
5


S
K
0
2
9


Ｓ
Ｄ
０
２
３


Ｓ
Ｄ
０
２
４


撹
乱


撹
乱


撹
乱撹


乱
撹
乱


撹
乱


撹
乱


撹
乱


撹
乱


撹 乱


0
2
4
5


本
報
告
(
平
成
2
0
年
度
調
査
)


『
赤
坂
遺
跡
Ⅱ
』
で


報
告
予
定


(
平
成
2
0
～
2
1
年
度
調


査
)


1
1
6
ラ
イ
ン


0
4
m
 


1
/
1
0
0


図24　柱穴・小穴（Ｐｉｔ)
(本図掲載以外の柱穴・小穴は図20・25を参照)
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図 25　谷
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図 26　谷


谷   


第1層  暗褐色土 10YR3/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～3mm)1%、炭化物1%未満
第2層  黒褐色土 10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～5mm)1%、炭化物1%
第3層  黒褐色土 10YR2/3 褐色土(10YR4/4)1%、黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～3mm)1%未満、炭化物1%未満
第4層  黒褐色土 10YR2/3 黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～3mm)1%、炭化物1%未満
第5層  黒褐色土 10YR2/3 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)1%、炭化物1%
第6層  黒褐色土 10YR2/3 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～5mm)10%、明黄褐色ローム粒(10YR7/6)(φ1mm)3%
第7層  黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)3%、炭化物1%
第8層  黒褐色土 10YR2/2 暗褐色土(10YR3/4)20%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1mm)3%、炭化物2%
第9層  暗褐色土 10YR3/4 褐色土(10YR4/6)3%、炭化物1%
第10層 黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～3mm)2%、明赤褐色焼土(5YR5/8)1%、炭化物1%
第11層 黒褐色土 10YR2/3 暗褐色土(10YR3/4)20%、黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ2～10mm)5%、明赤褐色焼土(5YR5/8)2%、炭化物1%
第12層 暗褐色土 10YR3/4 黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1mm)3%、明赤褐色焼土(5YR5/8)1%
第13層 暗褐色土 10YR3/4 黒色土(10YR2/1)20%、砂7%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～10mm)5%、炭化物1%
第14層 黒褐色土 10YR2/2 Ｂ－Ｔｍ10%、黄橙色ローム粒(10YR8/6)(φ1～5mm)5%、明赤褐色焼土(5YR5/8)2%、炭化物1%
第15層 暗褐色土 10YR3/4 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～3mm)5%、Ｂ－Ｔｍ2%、炭化物1%
第16層 黒色土   10YR2/1 褐色土(10YR4/6)7%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)3%
第17層 黒褐色土 10YR2/2 褐色土(10YR4/6)10%、炭化物1%
第18層 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色ローム粒(10YR5/6)(φ1～15mm)5%、Ｂ－Ｔｍ5%、炭化物2%
第19層 黒褐色土 10YR2/2 暗褐色土(10YR3/4)30%
第20層 黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)3%
第21層 黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～10mm)5%、Ｂ－Ｔｍ1%
第22層 黒色土   10YR2/1 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～3mm)3%、明赤褐色焼土(5YR5/8)2%、褐色ローム粒(10YR4/6)(φ10mm)1%
第23層 褐色土   10YR4/6 黒褐色土(10YR2/2)15%
第24層 黒褐色土 10YR2/2 Ｂ－Ｔｍ2%、黄橙色ローム粒(10YR8/8)(φ1～3mm)1%
第25層 黒色土   10YR2/1 黒褐色土(10YR2/3)10%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ1～3mm)3%
第26層 黒色土   10YR2/1 炭化物(φ10～20mm)10%、明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1mm)5%
第27層 黒褐色土 10YR2/2 暗褐色ブロック(10YR3/4)(φ150mm)5%、黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ3～10mm)5%、黄褐色ロームブロック(10YR5/8)(φ50mm)3%、
                        炭化物(φ5～15mm)3%、にぶい黄橙色ローム粒(10YR7/4)(φ1～3mm)1%
第28層 黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)10%、暗赤褐色土(5YR3/6)5%、炭化物(φ5mm)1%
第29層 暗褐色土 10YR3/3 暗赤褐色土(5YR3/6)30%
第30層 黒褐色土 10YR2/2 黄橙色ローム粒(10YR7/8)(φ1～5mm)5%、炭化物(φ5mm)1%未満
第31層 黒褐色土 10YR2/2 礫層
第32層 黒褐色土 10YR2/2 明黄褐色ローム粒(10YR6/8)(φ1～5mm)3%
第33層 黒褐色土 10YR2/2 黄褐色ローム粒(10YR5/8)(φ3～10mm)5%
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図27　建物跡出土遺物（ＳＩ００１）
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図28　建物跡出土遺物（ＳＩ００１)
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図29　建物跡出土遺物（ＳＩ００１）
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図30　建物跡出土遺物（ＳＩ００１)
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図31　建物跡出土遺物（ＳＩ００１～００３）
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図32　建物跡出土遺物（ＳＩ００４～００５）
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図33　竪穴遺構・土坑出土遺物（SH001～002 ・ SK003 , 007 , 009)
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図34　土坑・溝跡出土遺物
（SK014,019,021,024,025,034・SD005,009,014,024,026）
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図35　用途不明遺構・柱穴・小穴出土遺物（SX001・Pit0016～0128)
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図36　谷出土遺物
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遺 物 観 察 表（１）


図 写 №整等量重・)mc(ズイサ・徴特諸・位部種器別種位層ドッリグ名構遺№‑№‑ (カッコ内数値は残存値)


27 ‑ 1 26 300立坏器恵須５021－SⅠ100IS
ロクロ成形　内外面に火襷痕　内外面灰白色　断面橙色 
口径12.8　底径4.6　器高5.8


27 ‑ 2 26 830形成ロクロ部縁口坏器師土１021－TⅠ100IS


27 ‑ 3 26 SI001 －
覆土 
上位


904理処色黒面内形成ロクロ部縁口坏器師土


27 ‑ 4 26 SI001 － 床面 910鉢器師土
口縁部　ロクロ成形　口縁部内面煤状炭化物付着 
口径(14.6)　器高(7.3)　図27‑5と同一個体の可能性あり


27 ‑ 5 26 440鉢器師土位下５121－TⅠ100IS
口縁部　ロクロ成形　口縁部内面煤状炭化物付着 
図27‑4と同一個体の可能性あり


27 ‑ 6 26 930形成ロクロ部縁口鉢器師土１021－TⅠ100IS


27 ‑ 7 26 740部縁口甕器師土５121－TⅠ100IS


27 ‑ 8 26 SI001 － 120形成ロクロ部縁口か甕器師土土床貼


27 ‑ 9 26 SI001 ⅠS－120 ５ 土師器 鉢 底部　ロクロ成形→底辺横ケズリ　底径8.8　器高(4.8) 035


27 ‑ 10 26 451部縁口壺器恵須１121－TⅠ100IS


27 ‑ 11 26 SI001 － 貼床土 土師器 甕 底部　内面ケズリ→ナデ　外面ナデ　底径9.4　器高(4.3) 022


27 ‑ 12 26 630甕器師土１121－SⅠ100IS
底部　内面ヘラナデ　外面ケズリ　砂底 
底径8.0　器高(2.0)


27 ‑ 13 26 SI001 ⅠT－121 １ 鉄製品 刀子 茎部　長さ8.1　幅1.5　厚さ0.35　処理後重さ6.9g 鉄001


27 ‑ 14 26 SI001カマド － －火床面 羽口 羽012
両端と片面欠損　器面に粘土付着(網掛け部分) 
長さ(15.15)　幅(8.5)　厚さ3.6　重さ456.4g


27 ‑ 15 26 SI001
ⅠS 
ⅠT


200)所ヶ３示図・りあヶ４(痕籾は点の色黒口羽５,１021－ －
両端と片面欠損　器面に粘土付着(網掛け部分) 羽001 


長さ(22.4)　幅9.0　厚さ3.6　重さ1034.2g 011


27 ‑ 16 26 330堝器師土５021－SⅠ100IS
口縁部　口唇部面取り・内傾　内面横ヘラナデ 
外面斜ヘラナデ


27 ‑ 17 26 SI001 ⅠS－120 １ 土師器 堝 口縁部　口縁部横ナデ　内面横ヘラナデ　外面縦ヘラナデ 029


27 ‑ 18 26 SI001 － 貼床土 礫石器 石215
敲打痕の 片面使用　全面鉄分付着　凝灰岩製 
ある礫 長さ7.7　幅6.9　厚さ2.2　重さ149.3g


27 ‑ 19 27 SI001 － 床面 210石石磨器石礫
片面使用　デイサイト製 
長さ14.3　幅11.9　厚さ6.1　重さ1496.5g


27 ‑ 20 26 SI001 － 床面 礫石器 石011
敲打痕の 片面使用　流紋岩製 
ある礫 長さ8.9　幅8.25　厚さ1.05　重さ109.5g


27 ‑ 21 27 SI001カマド － －底面 礫 石017
カマド芯材か　被熱による弾けあり　一部黒化(網掛け部分) 
凝灰岩製　長さ24.6　幅20.3　厚さ5.9　重さ4788.7g


28 ‑ 1 27 SI001 － －床面 礫 石013
流紋岩製　被熱による黒化範囲あり(網掛け部分) 
長さ28.9　幅17.7　厚さ8.6　重さ5000g


28 ‑ 2 27 SI001 － 900石石磨器石礫５
両面使用　安山岩製 
長さ24.65　幅20.15　厚さ8.95　重さ6060g


29 ‑ 1 27 SI001 － 802石皿石器石礫５
片面使用　デイサイト製 
長さ31.1　幅26.6　厚さ8.4　重さ10.92kg


29 ‑ 2 27 SI001 － ５ 礫石器 磨石 両面使用　安山岩製　長さ11.1　幅8.3　厚さ4.5　重さ639.7g 石209


29 ‑ 3 26 SI001 ⅠT－121 ５ 縄文土器 鉢 小型土器　無文　丸底　一面に瘤２ヶ　口径5.1　器高2.5 142


29 ‑ 4 26 SI001 ⅠT－121 ５下位 土偶 192－
乳房状の瘤と隆帯貼付→隆帯上に刻目→隆帯の脇を棒状工具で 
ナデツケ　中実　長さ(7.8)　幅(5.9)　高さ(2.5)


30 ‑ 1 27 941石匙石器石片剥５021－SⅠ100IS
横型　裏面に主要剥離面　瑪瑙製 
長さ3.3　幅5.6　厚さ1.2　重さ15.2g


30 ‑ 2 27 651石鏃石器石片剥１021－SⅠ100IS
両面に主要剥離面　珪質頁岩製 
長さ5.25　幅1.6　厚さ0.6　重さ5.3g


30 ‑ 3 27 SI001 － 510石製岩頁質珪)分部け掛網(面理節に部一錐石器石片剥41
右側縁に錐の先端　左右側縁に成形のための刃潰し調整 


長さ8.1　幅6.45　厚さ1.5　重さ37.8g


30 ‑ 4 28 SI001 － 覆土 縄文土器 深鉢 口縁部　LR縄文→瘤貼付→横走沈線→沈線間ミガキ　後期後葉 024


30 ‑ 5 28 SI001 ⅠS－121 １ 縄文土器 鉢 口縁部　LR縄文→横走沈線→沈線間ミガキ　後期後葉 037


30 ‑ 6 28 720鉢深器土文縄１021－SⅠ100IS
胴部　LR縄文→瘤貼付→横走沈線 
→沈線間ミガキ・無文部ミガキ　後期後葉


30 ‑ 7 28 SI001
ⅠS 
ⅠT


－120 １,５ 縄文土器 深鉢 突起１ヶは欠失　内面黒色　後期後葉　図30‑12,13と同一個体 141
口縁部　LR縄文→横走沈線　口唇部突起上面ミガキ 


の可能性あり


30 ‑ 8 28 SI001 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文→横走沈線→沈線間ミガキ　後期後葉 139


30 ‑ 9 28 540口注か壺器土文縄位下５121－TⅠ100IS
口縁部　口唇部瘤貼付→LR縄文→横走沈線→沈線間ミガキ 
内面ミガキ　後期後葉


30 ‑ 10 28 SI001 －
覆土 胴部　LR縄文とRL縄文の羽状縄文→横走沈線→沈線間ミガキ 
下位 内面横ケズリ→横ミガキ　後期後葉


520鉢深器土文縄


30 ‑ 11 28 030鉢深器土文縄３021－SⅠ100IS
胴部　RL縄文→沈線→沈線間と縄文面をミガキ・ナデ 
後期後葉


30 ‑ 12 28 SI001 － 041鉢深器土文縄土床貼
胴部　LR縄文→横走沈線　内面黒色　後期後葉 
図30‑7,13と同一個体の可能性あり
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遺 物 観 察 表（２）


図 写 №整等量重・)mc(ズイサ・徴特諸・位部種器別種位層ドッリグ名構遺№‑№‑ (カッコ内数値は残存値)


30 ‑ 13 28 831鉢深器土文縄021－SⅠ100IS
５ 胴部　LR縄文→沈線→沈線間ミガキ・縄文面をミガキ・ナデ 


貼床土 内面黒色　後期後葉　図30‑7,12と同一個体の可能性あり


30 ‑ 14 28 SI001 － 貼床土 縄文土器 壺か注口 肩部　LR縄文→沈線→沈線間ミガキ　瘤２ヶ剥落　後期後葉 026


30 ‑ 15 28 SI001 － ６ 縄文土器 深鉢か 内面縦ミガキ　瘤１ヶ剥落　後期後葉　図30‑16と同一個体の 012
胴部　LR縄文→幅広沈線→沈線間ミガキ　ミガキも幅広 


可能性あり


30 ‑ 16 28 SI001 － ７ 縄文土器 深鉢 ミガキも幅広　内面縦斜ミガキ　後期後葉　図30‑15と同一個 016
口縁部　LR縄文→瘤貼付→横走沈線→沈線間ミガキ 


体の可能性あり


30 ‑ 17 28 SI001 ⅠS－120 ５ 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文　内面横ケズリ　後期後葉か 032


30 ‑ 18 28 SI001 ⅠT－121 ５下位 縄文土器 深鉢 口縁部　LR縄文　内面縦ケズリ→縦ミガキ　後期後葉か 046


30 ‑ 19 28 SI001 － 床面 縄文土器 深鉢 口縁部　LR縄文　内面縦ミガキ　後期後葉か 020


30 ‑ 20 28 SI001 － ７ 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文　内面横ケズリ→横ナデ　後期 015


30 ‑ 21 28 SI001 ⅠS－120 Ⅰ,５ 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文　内面横ナデ→横ミガキ　後期 031


30 ‑ 22 28 SI001 ⅠT－120 １ 縄文土器 深鉢 口縁部　LR縄文　内面横ナデ→横ミガキ　後期後葉 041


31 ‑ 1 28 340鉢深器土文縄位下５121－TⅠ100IS
口縁部　LR縄文　RL縄文　口縁部内面上半横ミガキ 
→下半縦ミガキ　後期後葉


31 ‑ 2 28 820葉後期後キガミ横面内文縄LR部縁口鉢深器土文縄１021－SⅠ100IS


31 ‑ 3 28 SI001 － ７ 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文　内面縦横ミガキ　内面黒色　後期後葉 013


31 ‑ 4 28 SI001 － ７ 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文　内面縦横ミガキ　後期後葉 014


31 ‑ 5 28 SI001 － 覆土 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文・LR縄文羽状　内面横ミガキ　後期後葉 023


31 ‑ 6 28 240鉢深器土文縄１121－TⅠ100IS
胴部～底部　RL縄文　施文後のナデにより一部縄文消える 
内面横～斜ミガキ　後期後葉


31 ‑ 7 28 SI001 － 貼床土 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文・LR縄文　内面横ミガキ　後期後葉 017


31 ‑ 8 28 SI001カマド －
貼床土 底部　内外面ミガキ　上げ底　底径6.0　器高(0.9) 
▲１ 後期後葉か


810か鉢深器土文縄


31 ‑ 9 28 841期後キガミ横面外内部縁口器土型小か鉢器土文縄５021－TⅠ100IS


31 ‑ 10 28 SI001 － 871か鉢器土文縄土床貼
小型土器　口縁部　内面横ナデ　外面横ミガキ 
口径(6.6)　器高(2.95)　後期後葉か


31 ‑ 11 28 430鉢深器土文縄５021－SⅠ100IS
底部　内外面ミガキ　上げ底　底径(7.6)　器高(1.2) 
後期後葉か


31 ‑ 12 28 040葉中期晩文状歯羊部縁口鉢器土文縄１021－TⅠ100IS


31 ‑ 13 28 400デナ縦面外デナラヘ横面内部縁口堝器師土１121－TⅠ10DS100IS


31 ‑ 14 28 700鉢深器土文縄１221－TⅠ10DS100IS
胴部　RL縄文・LR縄文羽状　横走沈線あり　内面ナデ・ミガキ 
後期後葉か


31 ‑ 15 28 SI001SD01 ⅠT－121 １ 縄文土器 深鉢か 胴部　RL・LR縄文羽状→横走沈線　内面ミガキ　後期後葉 330


31 ‑ 16 28 SI001SD01 ⅠT－121 １ 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文・LR縄文　内面ミガキ　後期後葉 005


31 ‑ 17 28 SI001SD01 ⅠT－121 １ 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文・LR縄文　内面縦ミガキ　後期後葉 331


31 ‑ 18 28 600鉢深器土文縄１121－TⅠ10DS100IS
口縁部　RL・LR縄文羽状　沈線間ミガキ 
内面横ミガキ　後期後葉


31 ‑ 19 29 SI002カマド － 840坏器師土面上
口縁部　ロクロ成形　内面黒色処理　内面下半縦ミガキ 
→上半横ミガキ


31 ‑ 20 29 SI002 － 床面 050デナ横面外内部縁口甕器師土


31 ‑ 21 29 SI002カマド － 940デナ横面外内部縁口甕器師土面上


31 ‑ 22 29 400立皿器師土031－DⅡ300IS
床面 灯明皿　内面２ヶ所と割口に煤状炭化物付着 


4.3高器2.5径底5.41径口Ⅰ


31 ‑ 23 29 250甕器師土１031－DⅡ300IS
口縁部　小型甕　内面横ナデ　外面口縁部横ナデ 
→胴部縦ヘラナデ　口径13.5　器高(4.5)


31 ‑ 24 29 SI003 ⅡD－130 土師器 甕
１,２ 口縁部　小型甕　内面ヘラナデ　外面口縁部横ナデ 054 
床面 1‑)3.4(高器6.11径口デナラヘ縦部胴→


31 ‑ 25 29 150甕器師土031－DⅡ300IS
底砂ケツデナ～リズケ面外デナラヘ面内甕型小部底１


床面 底径6.3　器高(2.0)


31 ‑ 26 29 350形成ロクロ部縁口皿か坏器師土１031－DⅡ300IS


31 ‑ 27 29 SI003壁溝 ⅡD－130 ２ 縄文土器 台付鉢 脚部　外側面横ミガキ　内底面ミガキ　口径5.0　器高(1.8) 143


31 ‑ 28 29 SI003 ⅡD－130 １ 礫石器 石027
敲打痕の 側面と先端部使用　流紋岩製 
ある礫 長さ19.4　幅5.6　厚さ5.1　重さ918.9g


32 ‑ 1 29 SI004 － 床面 750甕器師土
口縁部　小型甕　ロクロ成形　口縁部内面煤状炭化物付着 
口径13.1　器高(5.9)


32 ‑ 2 29 SI004 － 覆土 土師器 坏 口縁部　ロクロ成形　内面黒色処理　口唇～外面上半横ミガキ 058


32 ‑ 3 29 SI004 － 550形成ロクロ部縁口甕器師土５


32 ‑ 4 29 SI004 － 950ケツデナ面外内部縁口甕器師土土覆


32 ‑ 5 29 SI004 － 床面 071部肩壺頚長壺器恵須


32 ‑ 6 29 SI004 －
５


床面
651釉然自面外内部縁口鉢器恵須


32 ‑ 7 29 SI004 － 床面 014形成ロクロ部縁口坏器師土


32 ‑ 8 29 SI004Pit02 － 200鉄状棒品製鉄土覆
両端欠損　断面四角形　内部は腐食により中空化(図示あり) 
長さ2.8　幅0.7　厚さ0.45　処理後重さ1.7g


青埋報　第487集　赤坂遺跡


84
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図 写 №整等量重・)mc(ズイサ・徴特諸・位部種器別種位層ドッリグ名構遺№‑№‑ (カッコ内数値は残存値)


32 ‑ 9 29 SI004 － 060鉢深器土文縄土床貼
胴部　隆帯→隆帯上刻目→隆帯間に刻目と同一工具による刺突 
円筒上層c式


32 ‑ 10 29 SI004 － ５ 土師器 鉢 口縁部　小型鉢　手づくね　内面横ナデ　外面斜位ヘラナデ 056


32 ‑ 11 29 SI004 － 551釉然自面外内部体壺頚長壺器恵須５


32 ‑ 12 29 SI005SX02 ⅠR－118 新段階 土師器 甕
覆土 


貼床土


内面ケズリ→ヘラナデ→ナデツケ→口縁横ナデ→外面ナデツケ 立002 
1‑)8.22(高器5.32径口着付土粘面外


32 ‑ 13 29 SI005SX02 ⅠR－118 覆土 土師器 甕
内面ヘラナデ→ナデツケ　外面ナデツケ　外面粘土付着 立002 


2‑)7.41(高器0.9径底


32 ‑ 14 29 751部肩壺頚長壺器恵須土覆811－RⅠ20XS500IS


32 ‑ 15 29 971か形成ロクロ部体近付部底坏器師土土覆811－RⅠ20XS500IS


32 ‑ 16 29 704形成ロクロ甕器師土土覆811－RⅠ20XS500IS


32 ‑ 17 29 SI005 －
新段階 目釘残存　片面に木質部(網掛け部分)残存 
貼床土 長さ7.4　幅1.9　厚さ0.3　処理後重さ10.8g


300鉄鎌手品製鉄


32 ‑ 18 29 SI005 －
新段階 
貼床土


804筋横の状線沈に面端形成ロクロ甕器師土


32 ‑ 19 29 SI005 － 314形成ロクロ坏器師土土覆


32 ‑ 20 29 SI005 － 114か形成ロクロ坏器師土土覆


32 ‑ 21 29 SI005 － 214ねくづ手器土型小か鉢器師土土覆


32 ‑ 22 29 SI005 － 930石石砥器石礫土覆
片面使用　凝灰質砂岩製 
長さ8.65　幅7.55　厚さ2.6　重さ290.8g


32 ‑ 23 29 361リズケ位斜)半下(部体壺頚長壺器恵須Ⅱ811－QⅠ500IS 覆土・


32 ‑ 24 29 SI005 － 760式c層上筒円穴刺帯隆部胴鉢深器土文縄土覆


32 ‑ 25 29 SI005 － 660帯隆部縁口鉢深器土文縄土覆


32 ‑ 26 30 SI005 － 560鉢深器土文縄土覆
口縁部　口縁部外面横走３条１単位のR側面圧痕 
→口唇外面R側面圧痕　円筒上層a式か


32 ‑ 27 29 SI005 － 960葉後期後文縄LR部縁口鉢深器土文縄土覆


32 ‑ 28 29 SI005 － 360か鉢器土文縄土覆
口縁部　山形突起あり　口唇に沿う横走沈線 
突起下に半円状沈線２条　晩期前葉か


32 ‑ 29 30 SI005 － 460か葉後期後デナ横面内文縄RL部縁口鉢深器土文縄土覆


32 ‑ 30 30 SI005 － 731か葉後期後デナ横面内文縄LR部縁口鉢深器土文縄土覆


32 ‑ 31 29 SI005 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　無節縄文か(原体不明)→沈線　後期後葉 062


32 ‑ 32 29 SI005 － 160葉後期晩線沈面外内部縁口か鉢器土文縄土覆


32 ‑ 33 30 SI005 － 860行並式沢砂キガミ面外内部脚か鉢付台器土生弥土覆


32 ‑ 34 30 SI005SK01 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文・LR縄文→隆帯　内面横ミガキ　円筒上層d式 312


32 ‑ 35 30 SI005SK01 － 313か葉後期後文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆


32 ‑ 36 30 SI005SK01 － 413か行並式沢砂か近付縁口条２線沈走横明不器土生弥土覆


33 ‑ 1 30 763鉢深器土文縄４711－QⅠ100HS
胴部　口縁付近　斜位R側面圧痕→横位R側面圧痕 
円筒下層d式か


33 ‑ 2 30 SH001 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　口縁付近　単軸絡条体(?)→LR側面圧痕　円筒下層d式か 365


33 ‑ 3 30 SH001 － 504期早色黒面内デナ位斜面外部胴鉢深器土文縄土覆


33 ‑ 4 30 SH001 － 363期早デナ縦面外内部胴鉢深器土文縄土覆


33 ‑ 5 30 SH001 － 404期早デナ位斜面外デナ横面内部縁口鉢深器土文縄土覆


33 ‑ 6 30 SH001 － 663半前式層上筒円)条多段0(文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆


33 ‑ 7 30 SH001 － 463か式層下筒円)L(体条絡部胴鉢深器土文縄土覆


33 ‑ 8 30 SH001 － 240石鏃石器石片剥土覆
主要剥離面残す　表皮残存(網掛け部分)　珪質頁岩製 
長さ3.9　幅2.0　厚さ1.2　重さ6.8g


33 ‑ 9 30 SH002 － 底面 900鉢深器土文縄
底部　R絡条体　横位回転　底辺から10mm強の無文帯 
型式不明　底径8.2　器高(2.5)


33 ‑ 10 30 SH002Pit01 － 513葉後期後キガミ横面内文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆


33 ‑ 11 30 SH002 － 底面 縄文土器 深鉢 胴部　RLR縄文斜位回転　円筒下層式～上層式前半か 318


33 ‑ 12 30 SH002 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文・RL縄文　内面ミガキ　後期後葉 317


33 ‑ 13 30 SH002 －
覆土 
底面


613葉後期後)明不はり撚(文縄節無部胴鉢深器土文縄


33 ‑ 14 30 SH002 － 底面 660石石磨器石礫
両面使用　デイサイト製 
長さ16.05　幅14.45　厚さ5.7　重さ1355g


33 ‑ 15 30 203式層下筒円)いし著滅摩(か文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆121－RⅠ300KS


33 ‑ 16 30 303鉢深器土文縄土覆121－RⅠ300KS
口縁部付近　LR側面圧痕(絡条体か) 
３条１単位の縞状　


33 ‑ 17 30 903か式層上筒円文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆331－EⅡ900KS


33 ‑ 18 30 603か期晩文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆131－DⅡ700KS


33 ‑ 19 30 803か期後文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆131－DⅡ700KS


33 ‑ 20 30 503明不式型文縄LR部胴鉢深器土文縄１131－EⅡ700KS


33 ‑ 21 30 703明不式型か文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆131－DⅡ700KS


33 ‑ 22 30 SK007
ⅡD 
ⅡE


500立甕器師土１131－
内面ヘラナデ　外面下半ケズリ→上半ナデツケ　外面粘土付着 
口径23　胴部径(23.8)　器高(21.8)
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34 ‑ 1 30 SK034 － 351石箆石器石片剥２
全体的に粗い成形　下端裏面に刃部作出の剥離　珪質頁岩製 
長さ11.8　幅3.6　厚さ2.05　重さ83.6g


34 ‑ 2 30 SK034 － ２ 土師器 坏 口縁部　ロクロ成形　外面にヘラ描き(?)あり(写真参照) 070


34 ‑ 3 30 010線沈走横→付貼瘤→文縄RL部縁口鉢深器土文縄３～２811－QⅠ910KS


34 ‑ 4 30 100立鉢深器土文縄３～２811－QⅠ910KS


LR縄文→沈線→口唇瘤貼付(瘤上面刻目)→外面瘤貼付 
→無文部横ミガキ　内面横ケズリ→横ミガキ　内面輪積痕残存 
やや上げ底　口唇部は２個１単位の瘤９単位 
胴部上半煤状炭化物付着　口径21.6　底径7　器高23.7


34 ‑ 5 30 SK014 － 700鉄鐸鉄品製鉄１
錫状の一部　遊環を通す孔あり　板状→穿孔→板状を筒状に 
丸める　長さ3.25　幅2.15　厚さ0.4　処理後重さ12.6g


34 ‑ 6 31 SK021 － 913か式層上筒円文縄RL部底～部胴鉢深器土文縄位下１


34 ‑ 7 31 123か式層上筒円状羽文縄RL・文縄LR部胴鉢深器土文縄２021－RⅠ420KS


34 ‑ 8 31 SK024 ⅠR－120 ２ 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文→表面一部ナデ　内面ミガキ　円筒上層式か 320


34 ‑ 9 31 110鉢深器土文縄２021－RⅠ420KS
口縁部　RL縄文→隆帯　内面横ナデ→ミガキ　折り返し口縁状 
円筒上層d式か


34 ‑ 10 31 SK025 ⅠQ－117 １ 縄文土器 深鉢 底部　尖底土器　縦位ナデ　早期　器高(1.5) 196


34 ‑ 11 31 100状線沈は差段面内形成ロクロ部縁口甕器師土土覆－500DS


34 ‑ 12 31 823部胴甕器師土土覆621－AⅡ500DS


34 ‑ 13 31 800デナ横面外内部縁口甕器師土土覆221－BⅡ900DS


34 ‑ 14 31 200鉢深器土文縄土覆221－AⅡ900DS
口縁部　口唇部L側面圧痕　外面３条１単位のL側面圧痕 
内面横ミガキ　円筒下層d式～上層a式か


34 ‑ 15 31 103か式層上筒円文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆221－BⅡ900DS


34 ‑ 16 31 051石器削器石片剥土覆221－BⅡ900DS
左側縁下半は刃部作出　左側縁上半と右側縁は微細な剥離 
珪質頁岩製　長さ5.8　幅3.3　厚さ1.1　重さ15.9g


34 ‑ 17 31 923期早デナ縦部胴鉢深器土文縄土覆611－QⅠ410DS


34 ‑ 18 31 SD024 ⅠP－ 118 １ 銭貨 銅貨 小型５銭白銅貨　表面腐食著しく、年銘判読不可 銭003


34 ‑ 19 31 721か期晩部体か壺器土文縄土覆521－BⅡ620DS


34 ‑ 20 31 251か期晩部体か壺器土文縄土覆521－BⅡ620DS


34 ‑ 21 31 SD026 ⅡC－125 １ 縄文土器 深鉢 口縁部　隆帯　折り返し口縁状　円筒上層d式か 130


34 ‑ 22 31 151か鉢深器土文縄土覆521－BⅡ620DS
小型土器　底部　摩滅により縄文原体不明 
底径(5.0)　器高(2.2)　円筒上層式か


34 ‑ 23 31 SD026 ⅡB－125 覆土 縄文土器 深鉢 口縁部　無文　口唇の瘤２ヶ欠損　内面横ミガキ 126


35 ‑ 1 31 833か器土筒円文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆031－CⅡ100XS


35 ‑ 2 31 433明不式型か文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆031－CⅡ100XS


35 ‑ 3 31 333明不式型いし著滅摩か文無部縁口鉢深器土文縄土覆031－CⅡ100XS


35 ‑ 4 31 733か葉後期後線沈に唇口文縄RL部縁口鉢深器土文縄土覆031－CⅡ100XS


35 ‑ 5 31 SX001 ⅡC－130 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　絡条体(L)が斜めに交叉　円筒土器か 332


35 ‑ 6 31 633か期後文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆031－CⅡ100XS


35 ‑ 7 31 933か葉後期後状羽文縄RL・文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆031－CⅡ100XS


35 ‑ 8 31 SX001 ⅡC－130 覆土 縄文土器 深鉢 口縁部　RL縄文か　摩滅著しい　円筒上層式か 335


35 ‑ 9 31 360陶降以葉後紀世91付染絵摺皿器磁面化硬921－BⅡ100XS


35 ‑ 10 31 Pit0027 ⅠT－121 覆土 縄文土器 深鉢 胴部下半　下方ほど径すぼまる　RL縄文　早期末～前期初頭か 340


35 ‑ 11 31 143明不式型文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆811－QⅠ9300tiP


35 ‑ 12 31 243か式層上筒円)条多段0(文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆811－PⅠ3400tiP


35 ‑ 13 31 863鉢深器土文縄土覆811－RⅠ4300tiP
底部～胴部　LR縄文か　内面ミガキ　外面下部ミガキ 
円筒上層式か


35 ‑ 14 31 Pit0016 ⅡB－125 覆土 礫石器 石102
敲打痕の 先端部使用　欠損　流紋岩製 
ある礫 長さ13.5　幅6.9　厚さ3.8　重さ607.9g


35 ‑ 15 31 Pit0050 ⅠP－117 覆土 縄文土器 深鉢 口縁部　縄文原体不明　口唇に瘤付着　摩滅著しい　後期後葉 343


35 ‑ 16 31 943か式層上筒円か文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆811－QⅠ1700tiP


35 ‑ 17 31 843か式層下筒円文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆611－PⅠ1600tiP


35 ‑ 18 31 053鉢深器土文縄土覆811－QⅠ7700tiP
胴部(上半)　隆帯→上面にL側面圧痕→C字形刺突 
円筒上層c式


35 ‑ 19 31 153鉢深器土文縄土覆811－QⅠ7700tiP
胴部　LR縄文　隆帯上にL側面圧痕　隆帯付近無文 
円筒上層式


35 ‑ 20 32 Pit0082 ⅠR－119 覆土 弥生土器 壺 肩部　横走沈線間に鋸歯文　鋸歯文下は強いミガキ 352


35 ‑ 21 32 Pit0083 ⅠR－119 覆土 土師器 甕 口縁部　内面横ナデ→口縁部内外面横ナデ→外面縦ナデツケ 369


35 ‑ 22 32 353式層上筒円痕圧面側Lに上帯隆部縁口鉢深器土文縄土覆911－RⅠ5800tiP


35 ‑ 23 32 Pit0103 ⅠR－119 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文→結節回転文(Rか)　円筒上層式 354


35 ‑ 24 32 553葉後期後か識意を状羽文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆911－RⅠ3010tiP


35 ‑ 25 32 653か式層上筒円明不文縄部胴鉢深器土文縄土覆911－QⅠ3110tiP


35 ‑ 26 32 753か式層上筒円文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆911－QⅠ7110tiP


35 ‑ 27 32 Pit0118 ⅠQ－119 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　縄文→隆帯　縄文原体不明　円筒上層式 359


35 ‑ 28 32 Pit0118 ⅠQ－119 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　縄文原体不明　摩滅著しい　型式不明 360


35 ‑ 29 32 853明不式型いし著滅摩文縄LR部胴鉢深器土文縄土覆911－QⅠ8110tiP


35 ‑ 30 32 163式層上筒円帯隆→文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆911－QⅠ9110tiP
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遺 物 観 察 表（５）


図 写 №整等量重・)mc(ズイサ・徴特諸・位部種器別種位層ドッリグ名構遺№‑№‑ (カッコ内数値は残存値)


35 ‑ 31 32 263か式層上筒円か文縄RL部胴鉢深器土文縄土覆611－QⅠ8210tiP


36 ‑ 1 32 414坏器師土１421－TⅠ谷
口縁部　ロクロ成形　内面黒色処理 
内面上半横ミガキ→下半縦ミガキ


36 ‑ 2 32 321坏器師土01321－AⅡ谷
底部　ロクロ成形　内面ミガキ　本来は内面黒色処理か 
底径(2.85)　器高(2.85)


36 ‑ 3 32 811坏器師土１421－TⅠ谷
底部　ロクロ成形　内面ミガキ　内面は淡い黒色 
底径(6.8)　器高(1.1)


36 ‑ 4 32 谷 ⅡA－123 10 土師器 甕 底部　内面横ナデ　外面上部剥落　砂底　底径7.6　器高(3.2) 121


36 ‑ 5 32 谷 － 10 土師器 甕 口縁部　内面ヘラナデ→口縁部内外面横ナデ→外面縦ナデツケ 415


36 ‑ 6 32 谷 ⅡA－123 ７ 土師器 甕 口縁部　口縁部内外面横ナデ→外面縦ナデツケ 122


36 ‑ 7 32 谷 － 614か形成ロクロ部縁口甕器師土01


36 ‑ 8 32 谷 － 714部縁口甕器師土01


36 ‑ 9 32 谷 － 781)状目子格(目叩部体甕大甕器恵須81


36 ‑ 10 32 谷 － 681)状目子格(目叩部体甕大甕器恵須01


36 ‑ 11 32 谷 － 771釉然自面外部体壺頚長壺器恵須01


36 ‑ 12 32 谷 － 161ケツデナ横面外内部縁口か甕器師土01


36 ‑ 13 32 谷 － 061部体壺器恵須81


36 ‑ 14 32 091痕襷火・色白灰面外色橙面内部体坏器恵須01321－AⅡ谷


36 ‑ 15 32 581)状線沈(目叩部肩甕器恵須01321－AⅡ谷


36 ‑ 16 32 561部体壺器恵須９321－AⅡ谷


36 ‑ 17 32 481)状目子格(目叩部体甕大甕器恵須９321－AⅡ谷


36 ‑ 18 32 571)状目子格(目叩部体甕大甕器恵須01321－AⅡ谷


36 ‑ 19 32 911か式c層上筒円目刻→帯隆部縁口鉢深器土文縄１221－AⅡ谷


36 ‑ 20 32 951期後文縄LR部胴鉢深器土文縄位上３321－AⅡ谷


36 ‑ 21 32 851釉然自面外部体壺頚長壺器恵須９321－AⅡ谷


36 ‑ 22 32 021鉢深器土文縄９321－AⅡ谷
口縁突起部　楕円形の孔　隆帯→隆帯上にL側面圧痕 
→隆帯間に爪形刺突　円筒上層c式


36 ‑ 23 32 谷 ⅡA－123 10 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文(0段多条か)　内面横ミガキ　円筒上層式 124


36 ‑ 24 32 谷 ⅡA－123 10 縄文土器 深鉢 全般に製作工程が一定していない　突起頂部上端楕円くぼみ 立006


RL縄文→上部ナデ　突起下の穿孔(内→外)→めくれた粘土を 
環状に整形→隆帯貼付→刻目→上部ナデ→隆帯貼付(２回目) 


隆帯は刻目ありとなしの部分がある　内面横ミガキ 
口径(37.5)　器高(39.5)　円筒上層c式


－ 26 604リズケ面外デナ面内近付部底堝器師土５121－TⅠ100IS①‑


－ 27 ‑① SI001 － －覆土 剥片 珪質頁岩製　長さ3.7　幅3.2　厚さ1.3　重さ11.6g 石212


－ 27 ‑② SI001 － －覆土 剥片 珪質頁岩製　長さ3.9　幅2.2　厚さ0.5　重さ2.8g 石211


－ 27 ‑③ SI001 － －覆土 剥片 珪質頁岩製　長さ1.9　幅1.8　厚さ0.6　重さ1.6g 石211


－ 27 ‑④ SI001 ⅠS－120 ５ 剥片 珪質頁岩製　長さ3.5　幅2.3　厚さ0.5　重さ3.2g 石213－


－ 28 ‑① SI001SD01 ⅠT－121 １ 縄文土器 深鉢 底部付近　斜沈線　６条　後期か


－ 28 ‑② SI001SD01 ⅠT－121 １ 土師器 甕 胴部　内面ナデ　外面ケズリ


－ 30 ‑① SI005SK01 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　内面ミガキ　外面LR縄文　円筒上層式


－ 30 ‑② SH002 － 覆土 土師器 甕か 胴部　内面剥落　外面ナデツケ


－ 30 ‑③ SH002 － 覆土 土師器 甕か 胴部　内面ナデ　外面ナデツケ


－ 30 ‑④ SH002 － 貼床土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文か　円筒上層式か


－ 30 ‑⑤ SI005 － －覆土 剥片 珪岩製　長さ4.2　幅3.5　厚さ0.9　重さ11.6g 石210


－ 30 ‑⑥ SK005 ⅡT－121 １ 土師器 甕 胴下部～底部　内面ナデ　外面剥落


－ 30 ‑⑦ SK005 ⅡT－121 １ 羽口 外面ナデ(写真は内面割れ口)－


－ 30 ‑⑧ SK019 ⅠQ－118 ２～３ 礫 自然礫　長さ12.6　幅5.5　厚さ3.9　重さ301.3g 石070－


－ 31 ‑① SK021 － 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文か　円筒上層式


－ 31 ‑② SD014 ⅠQ－ 116 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文　円筒上層式


－ 31 ‑③ SD014 ⅠQ－ 116 覆土 土師器 甕 胴部　外面ケズリ


－ 31 ‑④ pit0039 ⅠQ－118 覆土 土師器 坏か 体部


－ 31 ‑⑤ pit0043 ⅠP－ 118 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　縄文原体不明　摩滅著しい


－ 31 ‑⑥ pit0077 ⅠQ－ 117 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文　円筒上層式


－ 31 ‑⑦ pit0077 ⅠQ－ 117 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文　結節回転文　円筒上層式


－ 31 ‑⑧ pit0077 ⅠQ－ 117 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文か　円筒上層式


－ 31 ‑⑨ pit0077 ⅠQ－ 117 覆土 縄文土器 深鉢 口縁部付近　隆帯→L側面圧痕→C字形刺突　円筒上層c式


－ 31 ‑⑩ pit0077 ⅠQ－ 117 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　RL縄文　結節回転文　円筒上層式


－ 31 ‑⑪ pit0077 ⅠQ－ 117 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　結節回転文　円筒上層式


－ 32 ‑① pit0119 ⅠQ－ 119 覆土 土師器 坏 体部　ロクロ成形


－ 32 ‑② pit0118 ⅠQ－ 119 覆土 縄文土器 不明 胴部か　摩滅著しい


－ 32 ‑③ pit0118 ⅠQ－ 119 覆土 縄文土器 深鉢 胴部　LR縄文　内面ミガキ　円筒上層式か


（木 村　高）
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第６章 調査のまとめ


本報告は平成20年度調査区におけるグリッドライン116以東に検出された遺構および遺構内出土遺


物に関するものである。グリッドライン116以西の遺構および遺構内出土遺物、グリッドライン116以


東を含む柱穴・小穴群から抽出した掘立柱建物跡、遺構外出土遺物、各種理化学的分析に関する内容


は、『赤坂遺跡Ⅱ』で報告の予定である。


■赤坂遺跡は、黒石市の中心部から北東へ約５Km、上十川地区の北域に位置し、高館川と小河川(長


谷沢)に挟まれた狭長な丘陵の南西斜面(長谷沢側)に立地する。


■縄文、平安、近代の各時代に跨る複合遺跡で、主体は平安時代の集落跡であることが判明した。


■検出遺構及び出土遺物は、調査区の全域に分布する。


■副葬品としての完形土器１個体を伴う縄文時代後期後葉の土坑墓(ＳＫ019)を１基検出した。該期


の遺構・遺物に乏しい南津軽地域において、貴重なものと言える。


■平安時代の集落跡は、建物跡と掘立柱建物跡(柱穴･小穴)、土坑等で構成される。


■建物跡における、白頭山‑苫小牧火山灰(B‑Tm)の堆積状況より、集落の存続期間は９世紀後半～10


世紀前半頃と推定される。


■３軒の建物跡には、複数の貼床が施されており、各建物は長期使用されている可能性がある。


■建物跡に伴う遺物は極めて少なく、床面からは土器片が数点出土するのみで、建物廃絶時における


片付け行為の存在が推測される。


■平成20年度調査で出土した遺物は、段ボール箱で39箱であり、平安時代の各種遺物、縄文時代早期


～晩期の土器・石器・土偶、弥生土器、近代の銭貨・陶磁器等で構成される。


■遺物の主体は平安時代の土師器であり、これに須恵器・鉄製品・羽口等がわずかに加わる。


■土器の大半は細片であり、復元率は極めて低い。


■縄文土器は、平安時代遺構の覆土に混入したものが大半である。
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青森県教育庁文化財保護課 2008『青森県遺跡詳細分布調査報告書』20 青森県埋蔵文化財調査報告書第459集 青森県教育委員会


青森県教育庁文化財保護課 2009『青森県遺跡詳細分布調査報告書』21 青森県埋蔵文化財調査報告書第476集 青森県教育委員会


青埋報　第487集　赤坂遺跡


88







写真１　遺跡周辺の環境（南西から)
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写真３　作業風景
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写真４　エリア１ ・ 谷 ・ エリア２　完掘状況


エリア２ ・ 谷 ・ エリア１　完掘状況（北から)


エリア１ 完掘状況（北東から)
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写真５　建物跡（ＳＩ００１)


完掘 (北東から )


セクション（南西から）
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写真６　建物跡（ＳＩ００１)


カマド　完掘　（北東から）


カマド煙道部　セクション　（北東から）
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